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山形大学教員研修会「第 6 回 教養教育ワークショップ」

日 時：平成16年8月6日（金） 10:00～16:30

会 場：山形大学教養教育棟

主 催：山形大学教育方法等改善委員会

高等教育研究企画センター

共 催：地域ネットワークＦＤ“樹氷”

趣 旨

今年の山形大学主催のワークショップは，山形県内の

3 大学・3 短期大学からなる「地域ネットワークＦＤ“樹

氷 」が共催することになった。このため県内の大学・短”

大からの参加者がこれまで以上に増加した。加えて，県

外の大学からの参加者も増えている。また，8 月 2 日か

ら 4 日まで蔵王山寮で実施された「ＦＤ合宿セミナー」

に “樹氷”を始めとして県内 2 大学・2 短大，県外 6 大，

学からの参加者があった。このように，山形大学のＦＤ

活動の理念である「相互研鑽」の輪が大学の中から飛び

，出して，県内へ，そして全国へと広がっている。これは

山形大学の使命の一つ「開かれた地域の教育拠点の形

成」の具現化である。

本ワークショップは 3 部構成となっている。第１部の

。基調講演は，関西国際大学の濱名 篤教授にお願いした

先生は高名な高等教育の研究者で，学会等でご活躍の方

である。現在，高等教育において「初年次教育」は重要

なキーワードとなっている。先生から，アメリカの初年

次教育の実態を踏まえて，これからの日本の初年次教育

のあり方について示唆に富んだお話を頂くことになって

いる。山形大学の初年次教育のあり方を考える基盤とし

よう。

第 2 部は，ラウンドテーブルという名の分科会となっ

ている。机を円く組んで，お互いの顔を見ながら山形大

学の現在進行形あるいは直面している問題について忌憚

，のない議論をしようではないか。ここに提出された問題

「e ラーニング 「プレゼンテーション能力 「学生支」， 」，

援体制 「英語教育改革」はいずれも我々が早急に打」，

開・発展していかなければならないものばかりである。

第 3 部は，ラウンドテーブルで話し合われたことを全

員で共有し明日に繋げるためのものである。限られた時

間であるが，実りを共有したい。

山形大学は分散キャンパスである。それゆえキャンパ

スを越えて教員が交流する機会はほとんどない。このワ

ークショップは 「ＦＤ合宿セミナー」とならんで数少な，

い交流の場である。我々は「教育」という共通の課題で

熱く議論しよう。明日の山形大学と県内の大学・短大，

そして日本の高等教育の発展のために。

日 程

10:00 開会 鬼武副学長

（教育方法等改善委員会委員長）

学長あいさつ

日程説明（教育方法等改善委員会委員）

【第 1部】基調講演10:15

演 題： 日本における初年次教育の「

可能性と課題」

講 師：関西国際大学教授

濱 名 篤 氏

質疑応答

12:00 昼食・休憩

【第 2部】ラウンドテーブル13:00

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 1 ：e-learning について

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：櫻井 敬久教授（ ｾﾝﾀｰ）学術情報基盤

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 2 ：口頭ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成と

能動的学習について

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：立松 潔教授（人文学部）

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 3 ：YU ｻﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑについて

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：須賀 一好教授（教育学部）

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 4 ：英語教育の改革について

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：丸田 忠雄教授（医学系研究科）

講 師 ：岩部 浩三教授（山口大学）

【第 3部】全 体 会15:10

「山形大学における新たな取り組みについて」

（各ラウンドテーブルの報告）

16:30 閉会

第１部 基調講演 「日本における初年次教育の

可能性と課題」

講師 ： 関西国際大学教授

濱 名 篤 氏

皆さんおはようございます。司会（小田）

これから第 6 回教養教育ワークショップを開きたいと

思います。

今年の表紙を見ていただければお分かりかと思います
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けれども，共催として山形県の大学・短大のネットワー

クをしておりますネットワークＦＤの“樹氷”が共催と

なっております。多数のご参加どうもありがとうござい

ます。

昨日から花笠まつりが始まりまして，山形大学も学長

以下たくさんの方々が参加されて，熱を帯びた，なかな

か活気のある踊りを市民の皆さんにもご提供できたと思

います。

今日も，ぜひとも活発なご議論をしていただければと

思っております。

まずは開会につきまして主催者側から，教育方法等改

善委員会の委員長であり，高等教育研究企画センターの

センター長でもある鬼武副学長の方からご挨拶をお願い

いたします。

おはようございます。鬼武

本当に暑い夏で，また夏休みということにもなります

けれども，本当にこれだけの方がワークショップにご参

加いただきまして本当にありがとうございます。

第 6 回ということで，本当にもう 6 年目になったのだ

なというふうに，感慨ひとしおであります。

今日は，もう既にプログラムにございますように，お

一人は今その前にいらっしゃる濱名先生と，それから午

後からは山口大学の英語の教育改革に取り組んでいらっ

しゃる岩部先生に来ていただいておりますけれど，ちょ

うどこの濱名先生を講師にお願いし，それから岩部先生

も英語教育の講師にお願いしているその中で，2 つの大

学共にですね，ＧＰに採択されたという話です。関西国

際大学は大学のユニバーサル化における学習支援，それ

から山口大学の方はＴＯＥＩＣを活用した英語教育とい

うことでですね，2 つともＧＰに採択されたということ

で，また非常にタイミングが良かったなというふうに思

います。

我々はやっぱり継続は力なりで，ワークショップを開

くたびに新しいものが，ふえるというふうにいつも感じ

ていることであります。

ともかく，今日一日長いですけれど，ぜひ最後まで一

緒になって参加していただいて，私どものまた新しい力

に，エネルギーになるようにさせていただきたいと思い

ますので，何卒よろしくお願いいたします。時間のこと

もございますので，講師の紹介はよろしいですね。とい

うことで，本日一日よろしくお願いします。また，講師

の濱名先生，それから岩部先生は午後によろしくお願い

いたします。ということで私の挨拶にかえさせていただ

きます。ありがとうございました。

どうもありがとうございました。司会

引き続きまして，昨日の花笠まつりで山形大学の先頭

に立ちまして，おそらく一番上手い踊りとは言いがたい

ですけれども，昨日の全部の踊りの中で一番元気で明る

。かった仙道学長の方からご挨拶いただきたいと思います

よろしくお願いいたします。

おはようございます。仙道

鬼武先生もおっしゃっていましたけれども，この暑い，

もう夏休みを取られるような時に，こんなにたくさんの

方々がこのワークショップにご参集いただいて本当に感

激でございます。

鬼武先生もおっしゃっていましたけれどももう 6 年で

すか，長い期間に渡ってこの活動に力を入れてきたとい

う山形大学の誇りだと思います。

私自身も教養教育というのは，非常に大事だというこ

とを常日頃申し上げております。私自身はですね，いわ

ゆる人間教育としての教養教育というのが大事だという

ようなことを申し上げておるわけですが，ただよく考え

てみますと，教養教育というのは高校から大学という一

つの違った教育システムに移るという所があるので，い

ろんなおそらく意味があるのだろうということを最近考

，えておりまして，そういう意味で今日の濱名先生のその

初年次教育というものをどういった切り口からお話いた

だけるのか，大変興味のあるところでございます。

また，午後からのワークショップで，語学教育の問題

ということで，講師として山口大学の岩部先生にもお話

をしていただくということで，この語学というのも非常

にその時代時代によって変わってくるわけでして，私た

ちがそういう教わった頃は，英文学の勝っている頃でご

ざいますけれども，そういった時代と共に変わる物の一

つとして語学教育があるのだろうと思います。

やはり，私たちもそういった色々な切り口から見た教

養教育という全体的に捉えていかなければならないのか

なというふうに思います。そういった意味で，今日のこ

のワークショップは大変意義のあるものだと思います。

私も午前中だけですけれども，参加させていただきた

いと思いますのでよろしくお願いいたします。大変多く

の方々にご参加いただいて，改めて感謝申し上げまして

ご挨拶に代えさせていただきたいと思います。どうもあ

りがとうございました。
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どうもありがとうございました。司会

続きまして今日の日程を説明いたしたいと思います。

これより引き続きまして午前の部はですね，第 1 部と

しまして基調講演，濱名先生の基調講演を行いたいと思

います。それから，12 時から昼食休憩を取りまして，午

後の部は 13 時から始まります。ラウンドテーブル，分科

会として 4 つを設定しております。みなさんご興味のあ

るところ，また予約されたところに行っていただければ

と思います。

会議場はですね，このパンフレットにカラーで載って

おります。1 号館です。教養教育 1 号館で，この北側に

ある棟ですのでよろしくお願いします。会場の，例えば

111 番教室とありますのは，1 号館の 1 階だということで

す。ですから 126 番教室，ラウンドテーブル 1 という

126 教室につきましては，1 号館の 2 階にあります。並び

や建物の配置はこれでご覧ください。

それを 1 時から始め 15 時までやりまして，10 分休憩

を取り 15 時半からは全体会を行います。全体会は 127 番

教室となっておりまして，ここではありませんので，1

号館の中の 2 階にありますのでそちらの方にお集まりく

ださい。それが 5 時半に終わる予定に，全体を閉会する

予定になっております。どうぞご協力の程よろしくお願

いいたします。

それではプロジェクターなど会場を設営しますので

少々お待ちください。

第 1部基調講演を始めたいと思います。

今日お招きしました講師の濱名篤先生をご紹介いたし

たいと思います。関西国際大学の教授であられる濱名先

生は，ここの講師紹介文を読まれたらお分かりだと思い

ますけれども，現在，関西国際大学の副学長でもあり，

高等教育研究所の所長でもあり，さらにですね，今日の

講題にあります初年次教育の，初年次教育研究開発セン

ター長でもあられます。

また，学会等につきましては数々のご要職に就かれて

おりまして，ＧＰ，国の色々な政策のＧＰ，グッドプラ

クティスの色々な審査員にもなられている方でございま

す。

特に今日お話いただく初年次教育は，センター長であ

るだけではなく大学教育学会のそのテーマの中心人物と

なってこの数年研究なさっている方です。

お手元に渡っている資料をご覧になられればお分かり

かと思いますけれども，非常に具体的なお話を今日は聞

。けるということで楽しみにしているところでございます

簡単なところですけれども，私からの紹介をこれで終わ

らせていただいて早速お話を伺いたいと思います。

濱名先生よろしくお願いいたします。

ご紹介いただきました濱名でございます。濱名

今日はお暑い中お集まりいただきましてありがとうご

ざいます。ご期待に添える話になるかどうかいささか疑

問ではございますけれども，ちょっと暑いので上，ちょ

っと失礼させていただきます。

ほっとしているところでございまして，山形に，空港

に着きましたら，これは京都より大変だと思ったのです

が，皆様方の服装を見てほっといたしておりますので，

私も上着を脱がさせていただきます。

この初年次教育というふうな標題でございますけれど

も，もともとは，そこにございます，国際的には First

Year Experience と言われておりまして，正確には，初年

次の体験プログラムだというふうに考えていただいた方

が良いですけれども，日本にこれこの言葉が入ってまい

ります段階で紆余曲折がございまして，結果的に現在，

初年次教育というのが一番その内容を示す上で，一般的

に用いらる用語に最も近いということだと思います。

ほかにどういう言葉を使っていたかと申しますと，一

つは導入教育という言い方を，これは今でも残っており

ます。それと 1 年次教育という言葉もございまして，で

初年次教育。この 3つがほぼ併用されておりました。

私ども大学教育学会で，小田先生にもご参加いただい

ておりますけれども，大学教育学会の方で，この 4 月か

ら初年次教育・導入教育という，ナカグロでまだ 2 つぶ

ら下がっていますが，それのその研究委員会というのを

学会として初めてつくりました。学会としてしばらく，

これから 3 年かけて検討して行こうということになりま

した。

その過程の中で，あるいは先生方がですね，ご覧にな

られたのを見ますと，先ほどございましたグッドプラク

ティス 「特色ある教育支援プログラム」が，昨年始めま，

した時にですね，第 2 分科会の教育課程教育内容に関す

る例示としてですね，初年次教育というのがあがりまし

た。

私は絹川先生，絹川正吉先生にやられたと思ったんで

すが，私はそれまで 1 年次教育という訳し方をむしろ使

っていたのですけれども，絹川先生はどうも初年次の方

がお好きだったようで，あの委員会の委員長は絹川正吉

先生ですので，絹川先生がその名前を公的なところで使

われてしまいますと， First Year の訳し方を 1年次とい

う訳し方ではなくて，初年次と訳さざるを得ないという

形になりました。

で，一方その導入教育というのはちょっと違う観点か

ら発達してきたもので，専門教育の導入，展開，発展と

かですね。こういうその考え方でやられてきたところで

ございまして，どの分野かと言いますと，例えば医学と

か工学はですね，こうした物の考え方で専門教育を組み
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立てているので，それは我々がもう当の昔にやっている

導入教育にほかならないと，こんなことはたいしたこと

ではないというのが，最初の反応ではなかったかと思い

ます。

ところが，これ全世界に目を広げて見ますとですね，

この First Year Experience というのは現在 20 ヵ国くら

いです。

一番流行っているのはアメリカです。アメリカ以外に

どんな国が熱心かと言いますと，カナダ，オーストラリ

ア，ニュージーランド，最近非常に流行ってきているの

がスコットランド，大体その北中米からオセアニア，ア

ジアで言いますとですね，韓国も今年学会に来てました

ですね。韓国，香港，シンガポール，このあたりがやっ

ています。で，中国は全然今のところまだ動きがありま

せん。

ヨーロッパで言いますと，スウェーデンでございます

とかイギリスでございますとか，全ての国ではございま

せん。まだ一部でございますが，来年 18 回目の世界大会

を開くのですが，これはスコットランドが手を挙げてお

ります。スコットランドでやることになりました。した

がって，そのアメリカだけでのプログラムではないと。

私の親しい友人になってきていますが，そのランデ

ィ・スイングを大学教育学会が一度呼びました，初年次

教育の全世界でもベストファイブに入る影響力を持って

いる人ですが，彼が最近行ったのもＵＡＥだそうです。

アラブ首長国連邦ですね。

イラクにアメリカが侵攻している真っ只中に行ってい

まして，気が付いたらアメリカ大使館がＵＡＥからいな

。くなっていたのにも関わらず，彼はまだＵＡＥにいたと

。で，ある日突然，彼が気が付いたら大使館がなかったと

どうしようと言うので，ＵＡＥの大学関係者によって国

外に出たというような話をしておりましたが，そういう

ようなところで始めております。

もともとはいつ頃からかと言いますと，レジュメの 1

ページにもございますように，アメリカのサウスキャロ

ライナ大学が起源だと言われております。そこで

University101 が開講されたと。

これは先生方よくご承知のことだと思いますが，

University101 ということは 1 年生の時の最初に取る科

目の科目コードでございますので，一番最初の科目とし

てそれが開講されたものがスタートであります。

その中心人物が，82 年に全米大会を主催いたしました

ジョン・ガードナーでございまして，これは全米的なム

ーブメントになって行く一つの始まりであったわけでご

ざいます。

86 年には国際大会が開かれるようになりまして，89 年

からは Journal of the Freshman Year Experience という

雑誌も刊行されております。で，約 20 ヵ国で採り入れら

れているということでございます。

こういうプログラムを私どもがなぜ関心を持ったかと

言いますと，私どもの大学は，1998 年にできたこのセミ

ナーとほぼ歴史を一にするくらいの歴史しかない新設で

ございまして，その前身は短大でございます。短大とし

てもたいした歴史がございませんで，87 年に短大を作っ

たぐらいで，後発新設大学の悲哀というものを常々，今

もずっと抱えております。

私自身は教育社会学，高等教育論というものを専門に

しておりましたが，私が学会の中でそれなりに評価をし

ていただいたり仕事が回ってくるのはなぜかと言います

と，高等教育研究者や教育社会学者というのは大体，も

う少しプレステージの高い，セレクティブな大学にある

教育研究の講座の教員等々が主でございまして，私のよ

うなタイプは比較的数が少ない。

ところが，高等教育が現在直面している問題の最たる

ものは，ユニバーサル化という問題でございますね。

要するに進学率がご案内の通り，トロウも言いました。

進学率 15 ％までのエリート段階，先生方の中にまだエリ

ート段階で大学教育をお受けになられた方がおられるか

と思いますが，進学率 15 ％未満の特権として高等教育を

教授された段階から，紛争世代と言われる進学率 15 ％を

越えたマス段階の高等教育，大衆にとっても権利として

高等教育を受けることが許されるようになった段階の教

，育。で，50 ％，進学率 50 ％を越えたものを，エリート

マスについでユニバーサル化と。

現在，ご案内の通り大学・短大と高専の 4，5年生への

進学率では日本は 50 ％越えておりません。47 ％くらい

ですかね。でございますが，ところがですね，専門学校

の数字をたしますともう 60 ％越えているわけでございま

す。

ちなみにこの前，つい最近，日経新聞や朝日が書きま

したですね。全入が 2 年早まって多分 2007 年になると。

あの日経の記事を書きました編集委員の横山晋一郎氏が

書いている段からいきますと，要するに大学も短大も進

学率が下がっていて，専門学校だけ上がっているわけで

すね。

かつては，大学に入れないから専門学校に行くという

，イメージが我々高等教育研究者の中でもあったのですが

今は必ずしもそうではない。専門学校の方が人気がある

部分にかかるわけですので，そうしますと日本は実質的

にもうユニバーサル化に直面している。

そういう直面を指摘しますと，従来と比べると明らか

に異質なタイプの学生が入ってきます。異質なタイプと

いうのは一つのタイプではなくて，多様なタイプの学生

が入ってくるということでございます。

多様な学生が入ってくると，従来のような大学教育は

，成り立たなくなってくる。おそらく山形大学でもですね

ドンと席に座って自分の専門の話をとうとうとする講義

が成立する先生，教員の方というのはほとんどいらっし

ゃらないのではないかと思うのですね。かなり色々なこ

とをやらないと関心を示さない。

一時期，我々教育社会学で私語の研究が流行ったので

すが，最近私語の研究はないですね。なぜなら，私語し

ない。学生は代わりにメール打っていますから。

ですから，先生方もお気付きかと思いますが，ふと気
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が付くと何で静かなのだろうと。一生懸命メールを打っ

ているだけで，そのメールはほかの人には直接的には被

害を及ぼしませんので。で，そういうふうになってしま

ってきますと，でもじゃあ授業を聞いているかというと

。聞いていないという状態になってくるわけでございます

そうした多様な学生，色々な，今まで相手にしたこと

がないような学生が入ってきた時に，じゃあどうするの

かということは，我々日本の高等教育関係者も考えなけ

ればいけない。

私どもの大学が 98 年に出来ました時に，最初につくり

ました研究所の一つが高等教育研究所でございました。

で，その時に私どもが後発大学としてやりましたのが，

ＧＰＡ，厳格な成績評価。それと先ほどＧＰのご案内が

ありましたが，グッドプラクティスでいただきました学

習支援センター。このあたりが大体最初に始めたことで

ございます。

厳格な成績評価をやるためには学習支援が必要だし，

これから高等教育がどうなるか自分たちで調べておかな

いとえらい事になるぞ，というこの 3 つが新設大学にと

っての知恵だったわけでございます。

そのテーマをやって行きます時に，最初に私ども，厳

，格な成績評価を入れる時には，学生をいたずらにですね

無条件に成績が上がらなかったら大学勧告で辞めてもら

うと。いっぱい出したんです，かつては。ところがです

ね，それだけではですね，異議申し立てが来るだろうと

いうことで，それを導入する時に学内から色々ございま

した，準備段階から。

その時に，じゃあ学習支援を始めようと。やっぱり多

様な学生に対する支援をしなければいけないということ

。で学習支援センターというのを始めたわけでございます

最初はあるわけですね，そのセンターに，相談窓口。

ところがですね，なかなか待っているだけでは学生は来

ないので，いろいろ手を替え品を替えやってきた歩みが

評価を認められたわけでございますけれども，ところが

ですね，その学習支援センターというのはですね，最終

的にはですね，全員が来るわけではありません。首に縄

。つけて，学習支援センターに行ってお前支援を受けろと

聞かないわけです。それでどうしなきゃいけないかとい

った時に，私どもも最初はアメリカの学習支援システム

を色々調べましたが，それで気が付いたのは，どうもこ

の First Year Experience ってこれ面白い。

ということで，学習支援センターも調べました。リメ

ディアルも調べました。補習教育も調べました。補習教

育，アメリカではもう今は低下。もうこんな感じです。

何でか。お金がなくなると，補習教育みたいに色々な段

階でこけた人間に対して細やかに支援をしているとです

ね，氾濫した川の堤を，堤防をどんどん埋めているだけ

のような話ですので，根治療法としてはこれで全ての問

題は解決しない。

どうもアメリカを見ていった時に，この初年次教育と

いうか First Year Experience 私はＦＹＥ，ＦＹＥと言

っていますが，ＦＹＥに辿り着いたわけです。

アメリカというのは，私は基本的にはアメリカ人とい

。うのは極めて合理的な思考をする人達だと思っています

アメリカは多様な，ユニバーサル化に対する対応をしま

した。ラーニングサポート，学習支援もやりました。リ

メディアルもやりました。だけど，今はその 2 つよりも

。どう見ても First Year Experience の方が流行っている

何故かというと，多様な学生に対して最初のうちは細

やかな対応を考えるのですね。それは，ひとえにアメリ

カの大学における中退率の高さというのが背景にあるか

らです。

アメリカの大学の中退率というと，1 年目から 2 年目

あたりでぼろぼろこぼれていきます。ちょっとデータを

出しましょうか。これ，1 年生から 2 年生のドロップア

ウト率です。これはＡＣＰが調べました 99 年のデータな

のですが，見ていただきますと，Highly Selective ，も

っとも選抜度の高い大学で，これ 1 年生から 2 年生のド

ロップアウト率が 8.4 ％です。Selective 大学で 18.3 ％。

Traditional，伝統的な大学で 27.1 ％。Liberal Arts で

35.2 ％。Open Admission，難易度が下がるとですね，

45 ％。1年から 2年生でいなくなるわけです。

ところが，これよりすごい国があるわけですね。イタ

リアは中退率 67 ％ですから 3 分の 1 しか卒業しません。

こういうことが背景にあるということをちょっとご承

知いただければと思うのですが，それを考えていった時

に，アメリカの大学，これは実は国立大学もそんなに違

った問題じゃないのですね。

最近神戸大学にいる私の友人にうちの大学のＦＤで来

てもらって話をしてもらったのですが，神戸大学はもう

学務金収入が 3 分の 1 だと。給与の 3 分の 1 は学務金か

ら収まっていると。これが入らなくなると神戸大学は深

刻な問題になるという神戸大学の話でした。

山形大学もおそらくどのくらいでございましょうか，

学長先生。同じくらいですかね。3 分の 1 というと，学

生がですね，3 分の 1 の学生が，3 分の 1 途中で辞めたと

しましょうか。ということはですね，先生方の給料の 9

分の 1 カットになるわけですね，実際は。運営交付金よ

り実はもっと切実なのかも分かりませんね，そのドロッ

プアウトは。

ところが，これがあまりまだ日本ではあまり大きな問

題だと認識されていないようでございますけれども，と

。りあえずアメリカはそういう問題が背景にございました

それでアメリカの場合も，最初こういうプログラムが

発達する前の，前段階はどんなことだったかと言います

と，やはりですね，80 年代あたりにやっぱりアメリカも

18 歳人口の減少とかを迎えますけれども，その前にまず

アメリカの大学生も勉強しなくなった。それは日本と同

じだったわけですね。

そこで，何をやったかというと”人生とキャリア”み

たいにですね，職業につながる教育プログラムを 70 年代

にやると。70 年代はこれがうけていましたが，70 年代の

終わりになって，要するに 80 年代の頭になってアメリカ

の景気がガーンと落ち始めて，Japan as No １だなんだと
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いうふうになってきた状態のときにはですね，これが効

かなくなったわけです。

最近の日本の大学生と全く状況一緒です。景気が良く

て，将来自分のキャリアがバラ色に見える時には，そう

いう仕掛けは効くのですね。ところが景気が悪くて，将

来バラ色の夢が描けない時に，キャリアをえさに学生を

引っ張ろうとしてもこれは乗ってこないわけです。

それで出てきたのが，実は First Year Experience と

いうタイプのプログラムだったということです。で，こ

のプログラムが広がった最大の理由は，経済的理由，お

金です。

ＦＹＥをやるとリテンションが下がらない。リテンシ

ョンと言いますのは，学業継続率，前の学期からどれだ

け学生が残ってくれるかということで，リテンションは

，アメリカの大学にとって極めて重要な指標ですけれども

リテンションが下がらないのに効果があるからＦＹＥを

導入すると。

誰が一番熱心に導入するか。学長が導入されると。そ

。ういう話でありまして，それはですね，それはそうです

これは，ＦＹＥというのは，先生方が通常考えていら

っしゃる授業とはかなり違います。そういう授業の部分

と，アクティビティとか体験の部分がありますので，ア

メリカでは日本でいう事務系の方，つまりファカルティ

メンバー以外の人たちもこのＦＹＥの担当者になってい

ます。40 ％くらいそういうスタッフが入っています。

ただし，彼らはそういうトレーニングを受けています

し，俗な言い方をしますとファカルティとスタッフとい

うのがいて，その真ん中にアドミニストレータティーチ

ャーがいると，彼らの中での説明，私に分かるような説

明ではそういうふうに言っています。アドミニストレー

タであってティーチャーであって，教えるのはこういう

初年次のためのプログラムなんかに職員の方が参画され

る。

私は日本に導入する時に，別に職員の方にこの教育を

やっていただくために調べているわけではないので，そ

れは逆にやり方によってはそんな形も取れるというふう

にご理解いただければと思います。

それで，前置きが長くなりましたが，じゃあどういう

プログラムなのかということです。レジュメに戻りたい

と思います。ＦＹＥを一言で言えば 「主に大学新入生を，

対象にした，高校からの円滑な移行を計り，学習及び人

格的な成長の実現にむけて，大学での学習を成功させる

べく，総合的に作られた教育プログラムである ，という」

ことでございます。

その中にはですね，大学生活への適応，これが大きい

わけです。例えば，今，山形大学は新入生のオリエンテ

ーション何日間くらいやっていらっしゃいますか？ お

話はどういう方がどれくらい，ガイダンスというのをな

さいますでしょうか？ 事務の職員の方が，教員の方が

大体何時間くらいおやりになりますか？ 90 分くらいで

すか。はい。

あの，まだ良い方なんでございます。ひどい大学は，

みんな渡して 「これ読んでおいて」と言って何もしない，

大学も国立大学であるようでございます。私立大学はで

すね，最近そういうことをいっぱい強化してきました。

フレッシュマンウィークとか 1 週間くらいかけるので

すね。かけるのですけど，私どもの大学も実はやってい

ましたですけれども，1 週間くらい，4，5 日かけていま

した。健康診断とか色々なことをやって。

それでガイダンスを各部局に喋らせるとですね，調べ

てみると何と 4 日間で 7 時間，話を聞かされているので

すね。それが，大体の日本の私立大学でそうなのです。

使われる資料はというと，大体の国立で聞くと便覧に

全部書いてあるからこれを読めと言われるのですね。と

ころがですね，先生方，あれを自分が大学を卒業してい

なかったとして，大学に入ったばかりであれが読めると

思われますか。最近私ども，この 4 月から全面的に変え

たのですが，分からないですね，あれ。

例えば，単位とか履修登録という言葉が分かるでしょ

うか，高校生に。いくら山形大学の学生が地域での優秀

な学生が来ているとしても，分かるはずがないです。講

義と演習の違いは書いてある。でも，書いてある用語が

まず分からない。というところなのですね。

大学に来たのだから，いやしくも大学に来たんだから，

自分の力でやれるようにならなければいけない，と言い

たくなるのが教員の性癖でございます。

ところがですね，今日持ってきたのが，これをちょっ

と見ていただきましょう。これ，アメリカのアパラチア

ンステートユニバーシティという大学の，これですね。

こういうバインダー式のファイルですが，これがフレッ

シュマンウィークのための，一般教育のガイドなのです

ね。

見ていきますと，まず，最初のページに出てくるのが，

先生方のオフィスの電話番号。あとは，どういうふうに

して学生生活の計画を立てるの？ というのがここです

ね。How to use your academic plan ？ というような話

になっておりますけれども。ここですね，このくらいの

言葉しかないです。

実は見ていきますと，これは英語のプレースメントテ

ストの説明のページですけれども，あるいは，どこを見

ていただくと分かるかな，これが自分のアドバイザー情

報なのですね。アドバイザーの名前，アドバイザーのロ

ケーション，自分の先生のオフィスはどこにあるか，電

話番号を書かせる。それと E-mail アドレスを書かせると

かですね，オフィスアワーはいつだと。で，いつ電話す
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ると一番連絡が取りやすいかと。こういう情報を自分で

書かせるようになっています。最初はもちろん印刷はし

ていないです。

これを見ていきますと，まず活字の量が全然違います。

要するに，入学してきた段階で大学の基本用語であると

か大学の常識を振りかざして，高校生に分からせようと

いうところが，我々が本当にそれでいいのかと考えなき

ゃいけない。

実は，アメリカではこれかなりベースの研究です。要

するに，なぜドロップアウトするか，なぜリテンション

されないのかという問題と，親が大学を知らないと親に

聞いたって分からないのですね。聞けば分かるだろうと。

で，誰に聞きに行くのですかといった時に，誰に相談し

ていいかという情報はほとんど流されないというのは，

ほとんどの大学の常識です。

ところが，このＦＹＥで最初にやりますのは大学生活

への適応です。まずそこからなのですね。ちなみにアパ

ラチアンステートユニバーシティというのは，ノースキ

ャロライナのステートユニバーシティです。難易度で言

うとですね，さっきの 3 つ目から 2 つ目の間くらいです

ね。

ところが，このＦＹＥのプログラムでは非常に評価が

高くて，全米トップ 10 の常連です。で，山の上でですね，

この辺の感覚でいきますと蔵王の山の上に大学があるよ

，うな感じです。そういうその大学の町しかないというか

そういうところなのですけれども，そういうのを見てい

ますとですね，大学生活への適応というのが入っていま

す。

アパラチアンステートユニバーシティなんていうとこ

ろでいいますと，一番最初に教員と学生の関係作りのた

めに，それこそ外へ，アクティビティに何時間か時間を

とって行かせて，そこであのトラストフォードってご存

知でしょうか？ 集団を信じて後ろ向きに倒れるとか，

何というか木の壁があってみんなで助け合って登ってい

かなきゃいけない。教員も入れて，そういうその集団作

りをしていったりするのですね。それを大学への適応，

こういうことが非常に重視されているわけです。

もちろん，この中には大学のミッションであるとか，

大学のキャンパスルールというのが出てきます。これは

やっちゃいけないというようなことも，もちろん含まれ

ています。

更に大学で必要な学習技術の習得。これは，比較的日

本の大学も最近注目していますので，レポートが書けな

い，学力低下，こういうことから言われている，読む，

書く，批判的な思考力，調査能力。

で，タイムマネジメント。これは，時間があればまた

詳しく申し上げますけれども，自分の行動，プライオリ

ティを考えさせて，自分で自己管理できるようにという

スキルだということですね。

日本ですとトラウマになっているスケジューリングと

いうのがありまして，学校の世界でスケジューリングと

いうのはですね，おそらく先生方ご自分のクラスで学生

にお聞きになられたら分かると思うのですけれど，昨日

おととい，私，京都の高校生のプログラムでちょっと教

えてそれで聞いたのですが，大体ですね，手帳を持って

。いる学生は 5人に 1人もいないはずです。山形大学では

，おそらく携帯電話のスケジュール管理を入れたとしても

4分の 1未満だと思います。

要するに彼らはスケジュール管理なんかしません。手

帳も持っていません。おそらく社会人になって，営業手

帳を持たされて，地獄を見るというスケジュールになっ

ておりまして，彼らのその状態からしますとですね，も

うスケジュールなんか立ててもどうせ駄目だと。

これ小学校教育のゆがみです。小学校の夏休みのスケ

ジュール。8 月 30 日に天気予報を調べるというあのサー

ビスが必要であるような，トラウマなのですね。で，勉

強を先にしてから遊びに行きなさい。アメリカではこれ

も間違い。アメリカでは，タイムマネジメントでそんな

こと言いません。あなたのピークタイムに，あなたにと

ってプライオリティの高いことをやりなさい。最初から

遊ぶ時間も余裕に入れておきなさいということをやるの

ですけれども，そういうそのスキルを教えるというのも

アメリカの中に入っています。

3 番目。当該大学への適応。大学に対する適応という

また別の問題です。大学生活全般と，この山形大学に対

する適応という問題であります。これはですね，親しみ

やすいと思うか，なんと思うかということです。

私どもの大学は，そのアメリカの真似をしまして，最

近，今年始めましたのが，キャンパスカフェです。

これですね，私どもの大学は立地が悪いのですけれど

も，入学式のあとは，去年までは体育館の中で立食のパ

ーティーをやっていたのですが，どうもいまいち盛り上

がらない。ということで，アメリカのイーロンというで

すね，これはサウスキャロライナの大学でやっているの

。を真似まして，これ入学式のあと，みんな 1年生ですね

，一応，教職員，学生，保護者，どなたでも結構ですから

来ていただいたらお茶とコーヒーは用意していますので

どなたでもどうぞって。

スタッフサイドは全部首から名札をぶら下げて，我々

も，それ以来，今日は持ってきておりませんけど，私も

名札をぶら下げて学内を歩いております。身分証明兼，

相手から見たらどの先生って名前が分からないからって

いうことで，こういう形でやっているのですね。ただで

，どうぞって。こんなのどうなのかって思っていましたが
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結構いましたですね。1 時間以上，結構，もう流行って

おりまして。

そのイーロンというのはですね，毎週水曜日にこうい

うことを学内でやっているという，いつでも。これは学

内のコミュニケーションを良くするために，誰でも来て

構わない。クッキーとコーヒーしかないけれども，それ

でも集まって雑談できる場だと。これは要するに，キャ

ンパスに対する適応を促進するための方法論の一つでご

ざいます。

そういうことで，実はこの場所は今まであんな雰囲気

で使われたことがなかったところなのですけれど，今年

の 1 年生からは，たまたま，幸いなことに雨も降りませ

んでしたので，ここの場所のイメージがネガティブじゃ

，なくなるわけですね。今までここは照り返しがきつくて

みんな前の理事長が作ったのですけれど，噴水かなんか

ね，シューとかいって。僕も全然使ったことなかったの

ですけど，使ってみるとその印象が変わるという，そう

いう例ということです。

そして 4 番目，これは割と日本の大学にとって必要に

なってくると思いますが，学習目標・学習動機の獲得。

特に中下位校で強調されます。先ほど見ていただきまし

たように，アメリカの大学も日本の大学も，入るのが難

しい大学はなかなか辞めません。ついて行くのが大変な

はずですけれども，入ったことによってかなり自分の満

足が満たされる場合は，辞めません。ですから，私存じ

上げませんけれど，山形大学なりここにご参加のそれ以

外の先生が所属する大学の志望順位が極めて高ければ，

それだけで多少持ちます。

だけど，それが下がってくれば，要するに自分が本当

は別のところに行きたかったという気持ちを転化させな

。ければいけない。で，学習目標・動機の問題であります

これは非常に大きいわけです。

アメリカの大学は日本よりなんでこんなことを先にや

ったかと言いますと，それは Liberal Arts ですから，入

った段階でメジャーもマイナーも決めていませんから，2

年生の終わりまでにメジャーマイナーを決めなければい

けないからということがあるのですが。最近，先ほど言

いましたスコットランド，オーストラリア，ニュージー

ランド，これはイギリス型の大学システムですから日本

と一緒です。入るまでの段階で学部学科を決めて入って

くる。ところが，やるのですね，これ。

なぜかと言いますと，実は，その決定が正しかったか

どうかという問題，これが大きいわけです。あるいは，

外から見たものと中に入ったものと違うということもあ

る。あるいは自分がイメージしていたものと比べるとで

すね，中身が全く違ったというようなことがあるかも分

かりません。あるいは，入った上で，例えば今までであ

れば，教育学部に入れば無条件に教員になれたというふ

，うに思ったものが，必ずしもそうじゃないと考えた時に

それでこうしたものを確認させていく，獲得させていく

ということが非常に重要になってまいります。

5 番目はですね，これはアメリカ独特の問題で，特に

セレクティブな大学ほどこれをやるのですが，専門領域

への理解・専門分野の決定準備。

日本でこれに一番近いのは，京都大学のポケットゼミ

ですね。研究者として自分の後継者を早めにつくりたい

という研究者の本能に従うと，こうなります。自分の研

究テーマがいかに面白いかということを語って，それに

反応してくる学生に，早くから専門に対する方向へと。

これは，伝統的にエリート段階の高等教育の中に抱えて

きた要素で，これを使う大学もございます。

6 番目として，文化的素養のある教養人への招待。こ

れはですね，高校生と大学生は違うのだという誇りを与

える，プライドを与えるということを，重視する大学も

あります。

例えば，私が行った大学の中でですね，クラシックコ

ンサートに学生の希望者を募って連れて行く。これは大

学持ち。要するに高校生まではクラシックなんか聞かな

いだろうと。大学生になったら，別にクラシックが，ま

あ別にそんな教養人かどうか知りませんけど，とりあえ

ずそういうハイブロウなもの，高校生ではやらないこと

をやるということによって，君達はもう高校生ではない

のだよというその気持ち，意識の切り替えをする。

これらの内容があるのですけれども，多様でございま

して，初年次教育の一番汎用的な本というのは，そのサ

，ウスキャロライナが出している教科書なのですけれども

これを全米の大学全てが使っているわけではありません

し，実際のところ，行く大学によってやっている内容が

違います。方法も違います。

特に違うのは内容で，セレクティブな大学はアカデミ

ックな意味合いが高くなります。ノンセレクティブな大

学に行くと，モラルの問題であるとか，将来の学習動機

とか目標づけであるとか，やらなきゃいけないことが増

えてまいります。で，どちらかと言うと，セレクティブ

じゃない大学の方が，どちらかと言いますと必修にする

度合いが多いということで，実は 1 つのタイプしか初年

，次教育というのがないというわけじゃないということを

まず最初に申し上げたいと思います。

従いまして，この種のプログラムは，関西国際大学バ

ージョンと，山形大学が仮にお始めになるとしたらバー

ジョンが変わってきます。で，導入されている度合いに

よって，全学で共通のプログラムをやっていらっしゃる

大学もあれば，学部単位で若干違う教育をされている場

合もありますので，これは，ですからかなり工夫の余地

がある。

ただし，非常にはっきりしていますのは，今まで基礎

演習で，私はこれに近いことをやってきたという方が中

にはおられるかも分かりませんが，それとは違います。

個人的な営みでやるというよりは，むしろ組織としてプ

ログラムを提供して支援していくというところが，この

プログラムの一番大きな特色の 1つであります。

，ちなみにアメリカの大学ではですね，最初の 1年生の

最初のファーストゼメスターからセカンドゼメスターで

一番学生が辞めます。辞める理由は何かというと，高校
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と大学が違うと。勉強のスタイルが違う。に加えて，ほ

とんどそのレジデンシャル，つまり寮に住まなきゃいけ

なくなると。親元を離れたりするということもあって，

環境が一番激変するので辞めやすいのですね。

アメリカの大学はその初年次に，おそらく全体，4 年

間のエネルギーの，アンダーグラジエイトによっての，8

分の 1 のエネルギーじゃなくて，おそらく 3 分の 1 くら

いのエネルギーをそこでもう使っているような気がしま

す。

じゃあ日本でひるがえって考えてみたら，使わなくて

いいかと言いますと，やはり同じなのですね。下宿して

いる学生もいます。高校と履修の仕方から全部違ってい

るわけですから，そこにもう少しエネルギーを使っても

いいのではないかというのが我々の分析であります。

では，どうすればいいのか。1 年生にとって成功って

書いてあります。教育というのはですね，そんなにすぐ

に結果が出るものじゃないよと。4 年経って，なおかつ

卒業しないと教育の効果は判らないよ，というご意見が

あることは存じ上げております。ところが，最近の大学

教育をめぐる状況はですね，そこまで評価は待ってくれ

ません。すぐに評価を出せ，結果を出せというわけです

ね。

先ほどありましたグッドプラクティスでもですね，5

年間くらいの実績データを示せっていうわけですね。と

ころが，始まって 2 年目ですから，今から始めたって 5

年後にあのプログラム終わっちゃっているような状態で

ございますので，常に今まであるデータを使ってデータ

を作っておられるわけです。

ところが考えてみますと，1 年生にとっての成功とい

うのは，きちんと定義をして測定すれば，成功かどうか

ということが分かるわけです。

成功については，いくつか哲学的な側面も含めてジョ

。ン・ガードナーたちはこういうふうに定義しております

学問的・知的能力の発達。人間関係の確立と維持。1 番

目はこれですね。

2 番目は人間関係，特に，のちほど申し上げますが，

日本の大学生にとって非常に大きな課題は孤独であると

いうことです。

3 番目。個人としてのアイデンティティの確立。これ

はおそらく多くの大学生が，いま達成しえていない問題

です。

4 番目。キャリアとライフスタイルの決定。キャリア

に対するプランは，目的養成学部は比較的クリアだと言

われます。しかし，大部分の学部学科にとってみれば教

，員の側が思っているほど明確ではありません。ですから

良く起こるミスマッチってこういうことです。例えば，

君たちは法学部に来たのだから法律家を目指しているの

だろう，と法学の先生が言ったとしたら，全くそんなこ

とはないわけです。

やりたいことがあって自分の学部学科に来たわけじゃ

ない学生がいっぱいいて，例えば先生方がこう言えば多

分イエスと反応するという問いはこういうことですね。

君たちは自分探しのために大学に来たのですか，と言っ

たらほとんどの学生は，うんって言ってくれます。

それは教員の側が，一般的に自分たちが大学教育をう

けていた時のものと比べますと，イメージがかなり違っ

てしまっていると。ですから，自分のアイデンティティ

はそんなに明確ではないという前提に立たなければいけ

ないですね。ライフスタイルやキャリアプランというも

のを考えていかないと，学部，日本の今のアンダーグラ

ジエイトの，学部に入った段階で将来が決まってしまう

のは医学部くらいのものですから，かなりその方向性を

考えていかなければいけません。

，5番目。心身の健康と維持ということでございまして

。これドラッグもあります。アルコールの問題もあります

そういうことに毒されないような形で，いかにその心身

のバランスを考えていくかということで，カウンセリン

グ等々含めてかなり多様なことに対して注意を払ってお

ります。

6 番目。人生について統合された哲学の発達。自分の

フィロソフィを持たせるということを重視すると。

，この 6つの目標に向かって前進していくということが

1 年生にとっての成功なんじゃないかと。抽象的には，

ある程度お分かりいただけるのではないかと思います。

こうしたものはなぜ高まったかと言いますと，ここに

先ほどちょっと言いました継続，リテンションの問題が

。ございます。これは経済的理由です。収入に直結すると

アメリカの大学を紹介するガイドブックが多数出てい

。るのですが，ほとんどリテンションレートが出てきます

そのリテンションレートが低い大学は，長続きしない大

学だから魅力がないということです。

アメリカのこのＦＹＥの担当者は，リテンションレー

トがあがると給料が上がります。だからもう必死でやり

ます。リテンションがあがれば自分の評価が上がるとい

うことでやってまいります。

ところが，日本の場合昨今，ＦＹＥについて少し先ほ

どお話をしましたが，ＦＹＥへの関心はリテンションに

対する意識から高まったわけではありません。むしろ学

力低下に対する対策，学力低下のために何か良い方法は

ないかと。どうも補習教育上手くいかない。どうしよう

かと思っていたら，そういう何か聞きなれないものが出

，てきたと。どうもバタ臭いけど何か新しそうというので

藁をもすがるという感じで，たぶん初年次教育に関心を

お持ちになる方が増えたのだろうと思います。

学部長調査をやった同志社大学の山田礼子さんたちの

調査結果で言いますと，私立大学 294 団体，私大協の加

盟大学を対象にしますと，既に 72.1 ％が導入していると

回答しております。

こういう数字を聞くと，うちはやっていないと思われ

た先生方は，うちは遅れているのかなと一瞬思われたか

も分かりませんが，これは調査というのは単純にみては

いけないと。実はこの 72.1 ％は，たった 1 日のガイダン

スまで含めて，私たちは初年次教育をやっていると答え

た大学も含めてのことでございます。実際には，教育プ



10

第１章 山形大学教員研修会「第６回教養教育ワークショップ」

ログラムとして組織だったものをやっていらっしゃるの

は，25 ％から 40 ％までだと思います。

中身を見ますと，基礎ゼミ，32.8 ％。専門分野への導

入が 26 ％。だから専門基礎教育が入っているのでしょう

ね。情報，学習技術，ガイダンス・オリエンテーション

からリメディアルまでもということで。

ちなみに，話がややこしくなるので，大学教育学会と

我々の研究委員会では，前回，リメディアル教育はＦＹ

Ｅとは別物であると。これはアメリカに行ったら，それ

は別だと，それを一緒に入れるのはとんでもないコンヒ

ュージョンだ，と言われましたので，これはもう排除す

るということにしております。

こういうことで，どうも関心はあるけど中身もまだコ

ンセンサスじゃない。関心はあるけど何をやったらいい

。のかよく分からない，という状態であろうかと思います

ところが，我々が外国の教育のプログラムであるとか

方法を導入してくる時には，直輸入するとコケル場合が

多いです。なぜかというと，日本の大学生の実態に合っ

た形で設計し直すというプロセスを経なければ，それは

やっぱりしくじってしまいます。

我々の研究グループでは，昨年の 4 月，6 月，10 月に

ですね，学生個人を特定する形で，入学してきた学生が

4 月から 6 月，6 月から 10 月，どう変化していくかとい

うデータを取りました。まだ個人を貫いた分析が十分で

きていないのですが，その調査結果に基づいて，日本の

大学生，これは国立も 1 校入っていますけれども，一般

的に日本の大学生がみんなこうだとは言いませんが，こ

ういう大学もあるということで見ていただければと思い

ます。

そこに見ましたように，方法は書いてございます。男

性 66.4，女性 33.3。自宅が 67 ％，下宿が 32.5 ％。親学

歴は，両親とも大卒が 27 ％。父親のみの大卒，短大まで

含めまして 19 ％。母親のみ大卒が 11 ％。いわゆる第一

世代，親が大学教育を知らないのが 4 割。ほぼ日本の母

集団に近いのではないかと思います。さほどセレクティ

ブな大学は多く入っていません。というかほとんど入っ

ていません。一般大学です。

まず入学後の悩みというのを，2 枚見比べていただき

ますと，項目番号でやっております。4 月の段階ではど

んな悩みが一番多いか。高校の友達に会いたくなる学生

が 4 分の 3。2 番目に多いのが，授業が難しい，58 ％。

授業が退屈，56 ％。さびしい，50 ％。こういうものが多

くて，一番少ないのは，忙しくて勉強できないとかとい

うのは，ほとんどまだいません。10 ％くらいです。

6 月になりますと，授業が退屈だが増えます。友達に

会いたくなる。変わりません。授業が難しい。変わりま

せん。更にさびしいという気持ちもほとんど，やや増え

るくらいでほとんど一定でございます。

10 月になりますとどうなるかというと，友達に会いた

くなるは若干減りますが，まだ 69 ％が友達に会いたくな

ります。授業が退屈だはちょっと収まりますが，それで

も 6割，2番目に多い。さびしいも 51 ％。

プラスの面はですね，実は右側の次のページを見ます

と，授業を聞いて新しい考えができるようになったが

37.2 から，6 月にやっと 46.8。これは 4 月から 6 月の変

化で大きかったのですが，10 月になりますと 5 割を超え

ます。

そこに書いてありますように，どういう変化があるの

か，どういうことが悩みなのかと言った時に，これはア

メリカのティントという人が調査しているのですが，ソ

ーシャルインテグレーションの問題とアカデミックイン

テグレーションの問題というふうに，2 種類に分類でき

る。

ソーシャルインテグレーションというのは，人間関係

に関わる悩みということで，そこに書いていますさっき

の，友達に会いたくなるとか，さびしいとかいうような

ものですね。

それに対してアカデミックインテグレーションという

授業に対する適応ということで，例えばどんなものかと

言いますと，授業が難しいと感じるかとかですね，ある

いは授業が退屈でありますとか，あるいは授業を聞いて

新しい考え方ができるようになるかどうかという問題，

この 3 つなのですね。で，入学直後の問題，この 2 つの

問題がやはり日本の場合でも大きな悩みとして出てまい

っております。

こうして見ていきますとですね，何というのでしょう

か，青年期であるということ，思春期であるということ

あるのかも分かりませんけども，非常にその人間関係と

いうのが，大学生にとって大きな移行期の問題として関

わっているということが，ご理解いただけるのではない

かと思います。

一方，その授業に関するのは，授業は確かに難しいの

ですけれど，授業より人間関係の方が深刻だということ

は，まず認識してくる必要があると思いますし，授業が

。退屈だというのはですね，増えていくということですね

特に 4月から 6月の段階で増えるのですね。

実は大学の授業に対して適応し始めるかあるいは不適

応になるかというのは，6 月ぐらいから既に分化が始ま

るということです。つまり，授業を聞いて新しい考え方

ができるようになるのが増えるのも 6 月です。一方で授

業が退屈だと思うのも 6 月です。もう 2 か月もすると分

化が始まって行くということであります。

そういうことから考えますと，大学生活の最初の半年

というのは，いかに大きな意義を持つかということをお

分かりいただけるのではないかと思います。

10 月になりますと，先ほど言いました授業が難しいが

減ってきます。半数以下になります。授業を聞いて新し

い考え方ができるが 13.5 ポイント上昇しますので，適応

する学生は着実に増加していきますし，学習面の悩み，

つまり，アカデミックインテグレーションというのは，

日本の大学教育，駄目だ駄目だと言われていますけれど

も，そうではなくて，一応駄目な学生と適応する学生の

分化が進んでいて，決してそのアカデミックな部分で，

入った段階と比べて駄目になっているわけではないわけ
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であります。

ところが，不適応な学生はどんどん厳しくなっていっ

て，アルバイトが忙しくて勉強できなくなるのも，だい

たいもう 4 月から 6 月の段階で分化が起こってしまうわ

けであります。

したがって，どういうことかとこうして考えていきま

すと，まず人間関係についての悩みはかなり根深い。半

年ぐらいでは解消していない。それと授業に対する移行

というのは，まず反省しなければいけないのは，幸いな

ことに山形大学は入っておりませんが，授業に対する掴

，みは十分出来ていない。アカデミックな移行というのは

過半数の学生が困難を感じている。

しかし，その中で時間をかけると，アカデミックな移

行について適応する学生も一定数生み出して，そちらが

過半数になってくるので，その過半数をいかに率を上げ

ていくかという問題が大学教育の最初の半年の大きな課

題の 2つ目になってくるわけであります。

こういうことを考えていきますと，移行期の悩み，最

大の悩みは人間関係。で，授業の理解力というのはやり

方しだいということになってくるのですけれども，じゃ

あ，そのどういう点が高校と大学で不連続なのかという

ことを次に見ていきたいと思います。

これは，入学時，4 月の時点でのデータと 6 月，10 月

の時点で，自分で自信を持っていることということを聞

いております。かなりの項目を聞いているのですが，今

日は自分で自信を持っていることの，上位 6 項目と下位

6項目をあげてみました。

4 月の段階で新入生，大学新入生が，自信を持ってい

るのは，人付き合いや対人関係。これが不思議です。こ

れが一番人気がある。だけど一番不安なのも人間関係な

のです。相対的に考えて，自分は友達と上手くやってい

けないタイプだとは思っていないのですね。だけど非常

に不安なのは人間関係という，このアンビバレントな意

識ということを見落としてはいけないのだろうと思うの

ですね。

2 番目が努力すること。50 ％。過半数の大学新入生が

自信を持っているのはこの 2 つだけです。ほとんど自信

は持たないで大学にくるというふうに，山形大学はちょ

っと高いかも分かりませんけど，そう大差はないだろう

と。そういう感じがいたします。

自己理解が 46.2 ％。体力 44.2 ％。自分はやればでき

るという自信。43.8 ％。大学の講義の理解力。36.4 ％。

いつも冷静でいること。36.4 ％。これ上位ですから。

下位の方に行くと，もっと悲惨であります。もっとも

自信がないのは，数学的思考。15.3 ％。プレゼンテーシ

ョン能力。17.2 ％。文章作成力。19.8 ％。リーダーシッ

プ。21.4 ％。知性。22.7 ％。

要するに，4 分の 3 は知性に自信がないのが今の大学

生だと。高校までの勉強，これは山形大学もうちょっと

高いかも分かりませんけれど，今回のサンプルでは

23.8 ％しか自信がない，という状態で入ってきます。だ

から，かなり自信を持ってない状態が多くて，比較的自

信があるのが対人関係と努力すること，という状態で入

ってきます。

6 月になりますと，変化が見えてまいります。変化の

兆候が一番大きいのは文書作成能力がですね，かなり上

がります。19.8 から 27.5 になります。高校までの勉強

が不思議なことに上がります。これは悩みました。どう

いうふうに読むべきか。大学教育で高校のおさらいをし

ているから上がるのか，そんなことありません。そうじ

ゃないのです。周りを見て，大学にいったら困るぞと言

われていたら周りもできないので，まあこんなものかと

思って，ちょっと一安心という数字であろうかと思いま

す。

そういう状態でございますので，上のほうの項目を見

てもほとんど，だから変わるのは，一番変わり始めるの

，は，アカデミックスキル。その学習技術などというのは

2 ヶ月の段階で自信を持ち始めるということです。とい

うことは，その初年次の中の一つのパートである学習技

術教育というのをやろうと思えば結果は出ます。

ただ，一つ先に申し上げておきますと，私どもの大学

の同僚で，上村和美というのがおりまして，彼女が中心

となって作った学習技術の教科書は，現在日本の大学で

もっとも使われている学習技術の教科書です。88 大学で

ご利用いただいているようでございます。

その知へのステップという，ちは知識の知ですね。知

へのステップという本なのですが，くろしお出版という

ところから出しておりますけれども，これがですね，一

昨年の，一昨年出版して，一昨年の全国大学生協の売上

全国 13 位だったそうです。結構その手の本としては売れ

て，ＣＤ付で 2,000 円しないという値段に助けられてい

るということで，先生方も是非一度お試しいただければ

と思いますが，よくよく使われるのですね。ただし，使

っているのは，一ッ橋とか早稲田も若干使っているよう

ですが，ほとんどは一般大学です。

つまり，学習技術というのは実は，アメリカのＦＹＥ

の中でも一番コンテンツとしてシェアが高いのです。と

いうのは，セレクティブな大学はセレクティブな大学で

本格的な論文の書き方を早く教えようとします。ノンセ

レクティブで，読み書きの能力が極めて低い大学でも，

リハビリテーションのために必要になります。じゃあや

る内容がガラッと違うかというと，積み上げでございま

すのでそれはやり方があるということで，コンテンツの

シェアとしては学習技術が一番高い。で，なおかつそれ

は一定の効果をあげることができます。

ただし，学習技術をやったら学生の動機付けが強くな

るか。これは私，別の大学に，大阪の私立大学に呼ばれ

て，ＦＤで喋ってきました 「先生のところの学習技術の。

教科書はすばらしい，と思って導入しましたが，全然学

生の動機付けが向上しません 」。

先生，それは無理ですよって言いました。考えてみま

しょうか。料理に置き換えてみますと，料理の方法。料

理の方法というのは，美味しいものが食べたい，美味し

いものをどこかで食べたから，それを作るために中華料
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理のナベの振り方をやれば，それは上手くなりますけれ

ども，美味しいものを食べたことがない人間に対してナ

ベのふり方をやったら，それはただ腕が痛くなるだけの

話でございますので，技術というのは何かとセットでな

ければ効果を持たないということを，まず前提としてご

理解をいただければと思います。

文書作成能力に戻りますけれども，これは急速に改善

をいたします。で，これは対象大学にそういうことに熱

心な大学，実は自分のところの大学ですが，ちょうどサ

ンプルに入っているということもありますが，更に言い

ますと，次の項目で出てきますが，情報技術についても

これは効果がすぐに出てまいります。従いまして，早く

やれば学習に自信を持たせられるような教育というのは

ございます。しかしですね，対象集団全体の自信の構造

は大きく変わりません。大学に最初に入った段階で，問

題を抱えたまま入ってくる学生達は，非常に自信を持ち

始めるなどということは，全くないわけです。

10 月になって初めて成績をもらって，変わってくるの

が 2 項目あります。自分はやればできるという自信が

6.4 ポイント上がります。それと大学の講義の理解力が

約 10 ポイント上がります。

ということは，最初の半年というのは実に大事です。

で，成績をもらった段階で，やればできる，あるいは講

義が分かるようになったという自信を持つ学生を作れる

かどうかというのは，先ほど言いました 6 月くらいから

既に分化が始まっている。最初の半年の間にきちんと学

習スキルを教え込むことができるかどうか。それと，目

標や動機付けという点で何がしかの改善をもたらすこと

ができるかというようなことで，半年の段階でかなり変

化が起こるわけです。

このデータからすると，全体から見ると大学教育は失

敗しているとは言えないですね。しかし，課題もたくさ

，ん分かってまいります。その辺りのものを除いたところ

大人になっていく，青年期の大人として，人間関係，先

ほど言いました Social Integration，人間関係について

の側面等々は，ほとんど改善しないまま先送りにしてし

まっているということであります。

次に，入学後の経験というところをご覧いただきたい

と思います。新入生達は，入学後の半年間でどのような

，経験を積んでいるのか，ということでございます。4月

6月，10 月でこれも変化がおきていました。

網掛けをしているのが特に変化の大きな項目でござい

ますが，まず 4 の段階で見ますと，授業後，内容につい

て友だちと話をした，というのが一番多い経験だったの

ですが，49.2 ％。半数に満ちません。相談事のできる相

手を探した，42 ％。これは教員も友人も含めてのことで

す。3 番目は，宿題をあまり一生懸命しなかった，とい

うのが 30 ％くらい。友だちと一緒に勉強したが 24 ％。

以下，授業に遅刻したが 22 ％。授業中自ら進んで発表し

たのが 2 割に満たない。授業をサボったのもまだ 17 ％。

課題やレポートのためにインターネットを利用した，

15 ％。個別の指導は 7.2 ％。

待っているだけでオフィスアワーに来るかと。難しい

ですね。基本的に日本人には，手帳もなければアポイン

トメント，考えてみれば手帳を持ってないのですから，

人と約束するなどということをしませんから，思った時

に来ると。教員の事情なんか関係ない。高校までは職員

室に行ったら先生はいますから。それと同じ感覚で研究

室に来て，先生はいつ行ってもいないと文句を言われる

ということでございますので，これはもうやっぱりやり

方を考えなければいけないわけですが，ほとんどおりま

せん。

ところが，これ 6 月になりますと授業後，内容につい

て友だちと話すが，62.1 ％。宿題はあまり一生懸命やら

なかったというのが，これ 10 ポイント増えますね。友達

と一緒に勉強したがもっと増えるのですね。47.9 に変わ

ります。授業に遅刻するのも倍増。50 ％。授業中自ら進

んで発表した，35 ％。授業をサボった。これもすごいで

す。約 3倍近くになります。43 ％。

ところが一番増えているのがこれです。インターネッ

トの利用が 15 ％から 72.9 ％これ 2 ヶ月です。で，これ

はこれくらいすぐに変化し始めるということです。

10 月になりますとかなり落ち着いてまいりまして，ま

だ動いているのは，授業内容について友だちと話すが８

割。インターネット利用が更に増えて 79.8 というところ

であります。4 月から 6 月の変化で一番大きいのは，先

ほど言いましたインターネット利用でございます。高校

時代，そうしますと今の段階ではですね，去年の段階で

は，インターネットを使って調べてごらんと言われて，4

月の段階では必ずしも調べられる状況にないというふう

に考えた方がいいわけであります。しかし，ちょっと使

い方を教えれば喜んでやるようになる。ということであ

ります。

しかし，その情報収集のためのインターネット利用で，

これと別項目で，コンピュータ活用能力に自信がありま

すかというと，これは 3 割以下なのですね。今の大学生

ぐらいは，インターネットで情報検索することがコンピ

ュータ活用能力だとは思ってない。だけど，すぐにそこ

までは行くようになるというだけのことであります。

4 月段階の，ちょっとレジュメに沿っていかせていた

だきますと，友人との接触というのが，先ほども言いま

したように，半数だったものがどんどん増えてまいりま

す。で，友だちと学習経験をシェアする人間が増えてい

き，授業中進んで発表するものも，十分とは言いません

。けれども，19 ％から 6には 35 ％に増加してまいります

他方，ここでもやっぱり分化が見られます。慣れが，遅

刻やサボリというネガティブな習慣に染まり始める者も

示しております。遅刻，サボリ，こういうものが増えて

くる。

したがって，4 月から 6 月の 2 ヶ月というのは，学生

が大学生活に適応するかどうかの一番重要な 2 ヶ月だと

いうふうに考えていただいたらいい。では，そうした大

学生たちは，大学生活に馴染んでいくという時，高校生

との比較ということをさせていかなければいけないので
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すが，高校の時と比べて大学をどう見ているのかと。

私ども別にやった調査で言いますと，大学生活に対す

，る満足度はきわめて低い，というのが日本の大学の調査

多くの大学でそういう結果が出ます。

数年前に高等教育研究という，高等教育学会の雑誌に

そう書いたのですけれども，その中で数少なく比較的満

足度が高いのは，先ほどちょっと申し上げました第一志

望で入ったか，自分のどうしても入りたい学部学科であ

ったというところに入ると，多少ましなのですが，それ

以外の大学生はもうほとんど惨憺たるものであります。

ところが，入学後の生活について，高校の時と比べて

どうですかという聞き方をしますと，必ずしもみんな非

常にネガティブな評価をするわけではありません。分野

として，学習について，対人関係について，生活全般に

ついての，3 項目で評価を，6 月と 10 月の時点でやりま

した。ちょっと省略しきった表で見難くて申し訳ないの

ですが，高校大学とも二重丸って書いてあるのは，高校

の時もうまくいっていたし，現在も上手くいっていたと

いうのが，最初の二重丸のところです。高校が黒で大学

が二重丸というのは，高校の時は上手くいってなかった

，が，大学に入ったら上手くいっていると。で，その次は

高校二重丸で大学ぺけにしているのは，高校の時は上手

くいっていたけれども，大学に入って上手くいかなくな

った。ぺけぺけはお分かりの通りです。高校の時も上手

くいかなかったし，大学に入ってもやっぱり上手くいか

ない。

高校大学とも上手くいったというのを見ていきますと，

対人関係とか生活全般というのが約半数，54 ％，45 ％と

それぞれ出ていますけれども，大体上手くいっているの

ですね。更に言いますと，高校大学とも二重丸と，高校

のときにぺけだったけれども，大学になって丸というの

も加えますと，4 月での対人関係でいえば，合わせます

と 74.5 ％は，対人関係は一応上手くいっているとここで

も答えるのです。

これは恐ろしいことですね。だけどなおかつ非常に不

安で，なおかつそれが一番シリアスな問題なのです。で

すから，我々が大学生の効能とかですね，活動をどう見

ていくか。彼らはそこがまだ一番上手くいっていると思

いたいところでもあるし，そこに一番関心が集中してい

る。しかし，一番不安なのもそこなのです。上手くいっ

ていると言っている一方でもっとも不安を感じているの

も，その Social Integration の部分だということです。

これはアメリカもかなり近いですが，日本の方が

Social Integration に対する不安が強いです。約 10 ポイ

ントぐらい違いがあります。

生活全般で言いますと，6 月の段階で高校大学とも二

重丸が 45.3 ですね。高校の時は上手くいかなかったけれ

ど大学に入って上手くいくようになったが 14.3 ですから，

約 6割は生活全般もまあまあ上手くいっていると。

上手くいっていないというのを見ていきますと，一番

やっぱりシリアスなのは学習についてですね。この段階

では。4 月の段階で上手くいっているというのと，高校

の時は上手くいってなかったというのを入れて 44 ％です。

ところが，10 月になりますとこっちは増えるのですね。

学習についてというのは。

これを見ていただきますと，これ学習についてですね。

これ全部矢印，不等号がついていますね。高校の時に上

手くいっていた者が増えます。4 月は 23 だったものが 31

，に増えます。高校の時に上手くいっていなかったけれど

4 月で上手くいき始めたというのが 20.7 から 27.7 に増

えます。で，高校の時に上手くいっていたけれども，大

学で上手くいかなかったというのが，36 いたのが 10 ポ

イントくらい減ります。で，駄目な人はずっと駄目みた

いですね。13 ％から 15 ％くらい，高校の時も大学に入

っても駄目な人がいますけれども。

そういうふうに考えていきますと，実は学習面での適

応，アカデミックなインテグレーションというのは，方

法がないわけではない。むしろ上手くいっている大学も

あるということです。ですから，問題は 4 月から 6 月と

いう過渡期と，それと背後に隠れているのが，単に授業

についていけないとかということだけじゃなくて，人間

関係も含めた大学に対する適応を図れているかどうかと

いうことであります。

そういう点から言いますと，お話の流れから言います

とですね，大学教育は学力低下に苦しんでいて，日本の

大学は学力をつけさせていないという厳しい社会的批判

の方に，我々がともすれば引っ張られているのですけれ

ども，だからもっと授業でバンバン課題を出してしごい

ていかなければいけない。いかにして学習に向けなきゃ

いけないかということを考えてしまいがちなのですが，

それで多くの大学が学習技術とか使っていただくのはよ

ろしいのですが，どうもそれだけでは問題は解決しない

のではないかということであります。

対人関係とか生活全般というのが変わらないというこ

とは，日本の今までの大学教育が使ってきた手法では，

対人関係や生活全般についてもともと問題は，先ほど言

いましたように 7 割から 6 割なのですが，この人たちは

動かないのですね。

高校の時は上手くいっていたけれども，大学に入って

上手くいかなかった対人関係の部分でありますとか，こ

れ，20.7 から 17 でほとんど減りませんね。2.3 ポイント

ですか，要するに対人関係や生活全般について日本の大

学教育はほとんど意識してこなかった，ということが言

えるかと思います。

では，そういうことに対して我々はどんな方法がある

のか。例えば，これはいくつか持ってきたのですが，ま

ずアメリカの大学のことでございますが，これ実はタイ

。ムマネジメントのですね，こういう薄いものがあります

これは大学が独自で作っているところは少なくて，実は

汎用的に業者が作っているのです。

勉強ができない学生に対して，こういうテキストが置

いてあって，学習支援センターに行ったらただでこれを

持ってくることができます。あるいはそういうワークシ

ョップがあって，学生達に，要するに成績が上手くいか
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なかった学生，あるいは希望する学生には時間の使い方

とかということをやるわけです。

中身を見ますと，一番最初がこれ，タイムマネジメン

トとは何ですかというふうに書かれています。タイムマ

ネジメント，なんですかと。あなたをもっと自由にする

。ための手段ですよと，簡単に言えば書いてあるわけです

普通考えると，スケジュールを組むという話になると，

ますます自分の時間がなくなるような気になるかも分か

りませんけど，そうじゃありませんよと。もっと効率的

，に時間を使えばあなたにもっと自由時間ができますよと

そういう仕掛けです。

これ見ていただけるとお分かりのように，まず我々大

学，日本の大学が作るものと比べて飛躍的に，視覚的に

訴えます。字が少ない。絵が多い。

タイムマネジメントが何でそれほど重要なのかといっ

た時に，これは成績が良くなるとかですね，あるいはも

っと自由時間が持てるようになります。それとバランス

のとれた生活ができるようになります。それと，もっと

自分の締め切りが守れるようになります。そんなことが

大体書いてあります。

これは，どういうふうにしてスケジュールを立てるの

かということを，一番最初にまず，タイムマネジメント

は本当に助けてくれるとまだしつこく言ってくれるので

すね。その上で，これはですね，時間の使い方の診断テ

ストが入っています。それでここで自己採点するように

なっていまして，自己採点すると，一番ひどいのになり

ますと，あなたの今の時間の使い方はカオス状態です。

このままでは破滅します，と書いてあるわけですね。

それでまず最初にやるのは何かというとですね，これ，

大学の一応スキルなのですが，15 分刻みでこういうふう

に毎日 1 週間，記録をつけなさいと。15 分刻みで，とに

かくどこへ行くのにもノートを持って行けと書いてあり

ます。そして，どんなことをしたかということをまず書

き出しなさいと。そして，それが本当に必要だったかど

うかということをあとでチェックしなさい，と書いてあ

りますね。

次にしなければいけないのは，次にやらなければなら

，ないリスト。どうしてもその日でなければいけないこと

フィックスな事とフレキシブルなことに分けてリストア

ップしなさいと。終わったら全部消していきなさいと。

今度は自分のそのリストに対して，プライオリティを

つけなさいと。ＡＢＣＤとプライオリティをつけなさい

と。Ａは非常に重要でその時にやらなければいけないこ

と。Ｂは大事だけれどＡが終わるまで待てること。Ｃは

。今日でなくてもいいこと。ということをやるわけですね

次。スケジュールを，自分の行動記録を 1 回分析して

みるのですが，その時に自分が急かされていたかどうか

というようなことも色塗りさせるのですね。その上で，

もっとも 1 日の間に自分で上手くいっていたところ，こ

れピークタイムと書いてありますが，自分がもっとも活

き活きとしていた，一番効率が上がった時間を色塗りさ

せます。

学生たちに聞きますと，おそらく今の大学生は，高校

生もそうですけど，半分以上の学生は，私は夜型と手を

挙げるのですね。どうして夜型と聞くと，もう学生パニ

ックになります。なぜかというと，単純に夜遅くまで起

きているという，その夜更かしをあとづけて言っている

だけですから。

ところがこれは違いますね。ピークタイムが午前中の

人は，そこが一番効率が良いということをまず色塗りし

なさいと。それで分からせる。それで，要するにさっき

のスケジュールを組む時には，一番自分のピークタイム

にウェイトをつけて，高いものを持ってくるようにしな

さいと言っているのですね。例えば音楽を聞きたいのだ

ったら，ピークタイムの逆ですね，もっとも自分が集中

できない時間帯に音楽を聞いたらいいじゃないかと。一

番頭が働く時間帯に，なぜそんなことをやるのか。

それともう一つ書いてあるのは，プライオリティＡの

ことをスケジュールに組む時には，その後ろにスケジュ

ールを無理に詰め込まないということですね。例えば授

業が終わったら友達と映画を見に行く約束があって 「先，

生ごめんなさい。このあと映画を見に行くのでお先に失

礼します 」これをさせないような組み方をするというこ。

とですね。

ほかに書いてあるのは，どういうふうにコントロール

するかということで，音，静かなところで勉強しろとか

そのようなことを書いています。

次には，どういうふうな秘訣があるのですかというこ

，とで，友達に今日は忙しいと言わなければいけないとか

あるいは，友達が来ないようなところにこもって，勉強

しろとかね。等々のことが書いてあります。

それと，あと書いてあるのは，ご褒美を約束しろと書

いてあります。ご褒美を。つまり，いつまでにこれが終

わったらこの日はみんなで，私は友達がレポートを書い

ている締め切り 2 日前に仕上げるという計画を立てて，

それが達成できたら，この日は美味しいものを食べに行

くということをスケジュールに入れておくとかね。ある

いはもう最初から無理をしないで遊ぶ時間，例えば日本

の小中高でやるみたいに，まず午前中勉強してから遊び

に行けではなくて，暑くなってから遊びに行きたくない

です。暑い時間帯に勉強したっていいわけですね。部屋

の中だったらクーラーがありますから。そういうその時

間の組み方の秘訣をいくつかここに書いてあります。

例えばこういう要素というのをですね，やっぱりかな

り継続的に色々なところで目に触れさせるようなものが

いっぱいあります。

ほかの物もちょっとさわりだけ見ていただきますと，

これはですね，セルフエスティ。どういうふうにして自

分に自信を持つかというこういうプロシャがやっぱりあ

ります。リスペクトユアセルフ。自分を大切にしましょ

う。こういうものも，やはりこの自己診断テストが右側

にでてきますけれども，自分にどれくらいあなたは自信

を持ってますかというのもあります。ほかにあと持って

きているのは，これはアルコールとキャンパスライフ。
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アル中，ドラッグでいかにしてキャンパスを去らなけれ

ばいけなくならないようにするかということですね。ア

ルコールを飲んでもキャンパスで強くならないよという

話ですとか，あるいはアルコール問題というのは，キャ

ンパスでどういう悲劇をもたらすかとかですね，これ車

の事故の場面とかですね，こういうものも使っています

し，これはですね，ストレスマネジメントですね。マネ

ージストレスフォーカレッジサクセス。大学で成功する

ためにどういうふうにしてストレスをコントロールする

かということで，ストレスとは何かから始まりまして，

ストレスをどう管理するかということを教えると。

これはですね，考えてみますと，日本ですとどういう

ところでやっていましたですかね，大学で。ほとんどや

っていなかったり，本当に疾病を持つとカウンセリング

センターとか保健センターに行くのですが，これが割と

簡単にいたるところにあって，これを渡して，これを使

って実は初年次教育の中でこれをやることも可能になる

のです。

多くの大学は，さっき言いましたタイムマネジメント

は入れています。タイムマネジメントというのは，だか

ら誰でもできるようになるのだから，自分の物の考え方

だよ，ということを使って，要するに大学生活になると

授業を順繰りにとっているだけではすまないわけですか

ら，こういう要素を取り込むというのが，実は初年次教

育的な要素で，なおかつ，最近アメリカの大学で非常に

。多用されているのは，集団で学習させるということです

。ラーニングコミュニティという方法だと言われています

ラーニングコミュニティというのは，学生を集団で授

業をうけさせる。で，先生方に分かりやすいように言い

ますと，自分の基礎ゼミとかですね，1 年生のゼミのユ

ニットで，授業を順番にとっていかせる。共通に，一緒

に勉強させて，相互に教えさせるというような。アメリ

カの大学のシステムというのは，先ほど言いましたよう

に既にユニバーサル化に突入してからこういうプログラ

ムを導入していますので，個々の学生の能力が高いとい

うですね，オプティミスティックな前提に立っていない

ように私は思います。

日本の大学の先生方は非常にオプティミスティックで

す。そういう点から言いますと。やればできる，一生懸

命やれば終わる，ということを先生方はおっしゃったこ

とはございませんでしょうか。私もどちらかと言います

と気合で授業をする方でございますので，集中力が足り

ないとかと言っていますが，考えてみますと，これはも

うさっきの 10 何％います。高校の時も駄目，大学の入っ

ても駄目。

その子たちが，最後に残ってくる問題になってくる子

なのですけれども，その子たちに，やればできるという

ことを前提にやっていくとどうなるかというと，最後は

やっぱり困るわけですね。

じゃあ最後どうするかというと，ユニバーサル化した

らこんなことを言う大学の先生がいました 「いや，成績。。

勉強しないと困る。それは点数を甘くつければみんな進

めるよ 」と言うのですけれど，だけど考えてみましょう。。

出てない学生に単位本当に出せるのでしょうかね。試験

受けなかったら単位出せないですよね。今抱えている問

題というのは，ユニバーサル化でそういう学生が出てく

る。いくらでも出てくるのです。

これはあの，先生方もお聞きになられたことがあるか

も分かりませんが，山形大学はカウンセリングセンター

っておありになります？ 保健センターでカウンセリン

グ。いかがでございますか。増えていませんか。増えて

いますよね。今ものすごく増えているのですね。どこの

カウンセリング室の人と話をしても，店を開ければ開け

ただけ客が増えるという。

これまでうちの学内でも大変もめたのですが，これは

問題のある学生がどんどん入ってきている。多分それも

あると思うのですね。メンタルな，特に私どもは臨床心

理のコースが結構あったりするので，そこに来る子たち

はそもそも問題を元々持っている子が来たりするのです

けれども。

ところが老舗のＩＣＵ，国際基督教大学から聞きます

と 「いや，そんなことはないのです 」と 「これは広げ， 。 。

たら広げただけ，来るのです」と。

それと今の世代は，その学校カウンセラーをどっかで

見てきています。接触してきていますから，カウンセリ

。ングを受けるということに対するタブーがないのですね

自分がその心の悩みを持っているということについてタ

ブーがないので，おそらく山形大学もどんどん増えてい

って，おそらくカウンセリング室で足りなくなると今度

は保健室に行くという状態が，増えてくると思われるの

ですね。学生の数は決して増えないのに，どんどんそう

いうサポートを必要とする学生が，多様化して増えてい

くと。

その時に，あの 1 つが，だからその集団を活用する方

法ということであります。ちなみに私どもの大学の話を

するのは大変お恥ずかしいのでありますが，時間も比較

。的まだありますので，少しそれを見ていただきましょう

私どもの大学は，吹けば飛ぶような大学なのですが，

初年次教育を 4 科目でやっています。初年次教育のため

に使っている，1 つは学習技術というもので，2 単位でや

っておりまして，週 2 回やっています。ほとんど今専任

でやっています。ネットワークが使える教室でやってい

まして，狙いとしては，聞く，読む，書く，調べる，整

理する，まとめる，表現する，伝える，考える。この 6

つの柱を設定しておりまして，評価方法はワークシート

をしょっちゅう出させて，ワークシートで 40 ％。小課題

10 ％。最終課題 10 ％。専用テキストを買っていただく

ようになっていまして，ノートブックを何回か持ってこ

させる。

内容はこんな感じになっておりまして，学習技術，第

1 回目，ガイダンス。第 2 回目，学習技術とは。講義を

聞いてノートテイキングをするが 3 回目。4 回目，概

要・要点を読み取る。要約から感想・意見を聞く。情報

収集。レポートを書く。分かりやすい表現。パソコンに
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よるライティングスキル。プレゼンテーションの準備。

分かりやすいプレゼンテーションのために。これが週 2

コマあります。それと情報の科目は別にありますので，

それの時間も含めて，それが週 1回あります。

うちの一番の特徴にしていますのが，これが学習計画

法という，これがその初年次教育の，アメリカの大学で

言いますと，その初年次教育の科目の一番代表的なフレ

ッシュマンセミナーとかファーストイヤーセミナーが，

私どもでいうこの学習計画法なのですね。

これはですね，学科全員でチームティーチングと，ゼ

ミ別の形態と併用しているのでございますが，実は 2 科

目，この学習計画法というのともう 1 つの基礎演習とい

うのを 2 時間，これ連続で同じメンバーでやっていまし

て，90 分授業，2コマ連続でやっています。

ですから，ちょっと両方見ないと分かりにくいところ

があるのですが，学習計画法の方は最初に何をやるかと

いうと，自己発見というのをやっています。これは，自

己分析を大体させます。そういうワークシートを作って

いまして，自分の目標設定と自分の性格特性とか，その

ことを自分で自覚してもらう。

それが終わりますと，私どもの学科が人間行動学科と

言いますので，将来進路として出て行きうる職場につい

て，どういう仕事や資格があってというのを，大体やっ

ていくようになります。福祉，心理，教員。

それが終わりますとですね，これとてつもない金をか

けているのですが，学科の学生全員を 4 泊 5 日で韓国へ

連れて行きます。ゼミの教員も全員一緒に行きます。提

，携大学へ行って向うで，実はリサーチをさせるのですが

この科目全体がラーニングコミュニティで大体 4 人くら

いの学生のグループを，ゼミの中をさらに分けて，この

，ラーニングコミュニティ単位でリサーチテーマを決めて

事前学習をして向うへ行って，韓国で日本語をやってい

る学生についてもらって，フィールド調査をやるという

ようなことをやっています。

狙いはグループワークと異文化に対する気付きなので

すね。多様性に対する気付き。

それで，企業に対する話があって，後は前半話を聞い

たらね，今度は学外見学で，将来関係ありそうな，しか

し心理学やりたいからといって心理学のクリニックに連

れて行くわけじゃありません。もうちょっと幅広く持た

せようということで，ほとんど福祉施設です。教員にな

りたいといっても福祉施設。要するに人と関わる仕事と

いうのが人間行動学科のカリキュラムですから，人と関

わるチャンスをできるだけ増やしていこうと。

それを戻って来てから振り返りをして，ポートフォリ

オという，時間があればちょっとお話しますけれど，学

習の記録を 4 年間通してつけさせるのですけども，そう

いうものにまとめさせるように。

行って帰って来たらそこで振り返りをまず小集団でや

らせて，それをゼミでやらせて，そのゼミでやった分を

この次の基礎演習の中で，こちらと連動しているのです

が，それで振り返りをやります。こちらの方はちょっと

連動しているので重複します。で，自己発見があります

が，全体で話をしてやり方を教えて，あとはこの基礎演

習というゼミ単位で，自分たちの分析をさせると。自分

の成功体験，失敗体験を書かせると。性格特性，学習週

間のアンケート，これは我々の分析用のものですけれど

も。

それと，あと韓国についてはこの準備がかなりありま

す。さっきは突然韓国にいったように見えますが，裏番

組ではこういう形で韓国の文化について単位を決めて，

事前学習をして実際に行くと。

そのあとは，見学の時は 2 コマ使わないといけません

ので，あとはその振り返りとかをやっていきます。で，

自分たちの全体で，自分たちのやったものをまとめて，

ゼミの中ではその 4 人くらいのグループの代表がまず喋

って，その中で 1 チーム選んで，これを学科全体，今

200 弱ですけれども，その 200 弱で，そのそれぞれのゼ

ミの代表でプレゼンテーションのコンテストをやるとい

うような構造を取っております。

それで，そんなことをある程度やっていかないと，で，

我々は何でこんなことをやっているかと，手間かかるん

ですけれども，要するに，人間関係を作りながら自分た

ちの関心を深めていく方法を作って行くしかない。これ

は学科によっても違います。おそらくこれ教育学部でや

るともっとやりやすいですね。教員になりたいという志

望が固まっているとすれば。しかし，そうじゃない学生

がいるとしたら，組み方が変わってきます。というふう

に，そういうことをやるのが課題であり，また実際のや

り方なのだろうと思います。

これからの日本のそのＦＹＥの課題ということを最後

に申し上げて，お話に変えさせていただきたいと思いま

す。

まずそのリテンション問題の日本での現実化の可能性

ということでございます。私はあの，これはかなり現実

に近づいてきているのではないかというふうに予想して

おります。日本における大学中退率の変化というのを見

ますと，過去 20 年間では中退率最低だったのは，1976

年入学者の 12.2 ％です。この学年は 4 年卒業率が

76.1 ％。5 年卒業率が 85.2 ％です。これは，あの学校基

本調査に出てまいりますのは，4 年卒業者って分かるの

ですが，ただ非常に分かりにくいのは，編入学の問題が

途中から大きくなってきているのですね。データを見ま

すと，学校基本調査は入学年次の該当学年の数が 4 年後

卒業何人したか。5 年でどう，6 年でどう，7 年でどうと

データは出てくるのですが，編入学がその途中で増えて

いっている部分を，どう分けて，分析できないという恨

みがあります。

ちなみに私立大学の場合，1年生から 2年生，2年生か

ら 3 年生と学生数が減っていきます。特に 1 年生から 2

年生。2 年，3 年は増えています。ごめんなさい。1 年か

ら 2年では減るのですね。中退者が増えます。

ところが国立大学はですね，1 年生から 2 年生の学生

数が増えるのですね。編入学の方がやめる数より多いと
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いうことですね，現状としては。それもあるのですけれ

ども，その後その卒業率というのを見ますと，89 年から

93 年の卒業者は，大体卒業率が 92 ％くらいまで良くな

りますね。ピークは 91 年入学者なのですが。ところが，

93 年入学者あたりから卒業率というのが漸減していきま

して，97 年の入学者では 4 年卒業率が 8 割を切ります。

79 ％です。で，5 年卒業率で見ましても 87.1 ％にしか達

しないということです。97 年入学生ということは，2001

年で 4 年を迎えた学生ですね。もうこのあたりの分しか

出て来ていません。で，6，7 年の卒業生については，

2006 年卒業生，2007 年卒業生の詳しいデータはまだつか

めていませんので，それを考えていきますと，どうも実

。感として見るとですね，悪くなっているのじゃないかと

確かにこの大きな流れから見ますと，景気の良い時の

留年率は低いです。景気が悪くなると，1 年待った方が

特じゃないかということで留年する学生は増えるのです

が，しかし 5 年卒業率まで見ると，大体傾向がつかめる

のですね。1 年しか留年しませんから。就職のために留

年する人間は 2 年留年しませんから。そうすると悪くな

りかけてはいませんか，ということです。

実はこれはあの，文科省がですね，調べようとしたそ

うです。いくつかの国立大学をパイロットで調べたら，

余りにも悪いので止めたという話です。思ったより悪か

ったそうですね。一応現在 OECD2000 のデータベースにで

ている部分でいうと，日本の大学中退率は 11 ％という形

になっているそうです。それが，イタリアが 67 ％と並ん

でいるものなのですけれども，実際はそれより悪化し始

めているのじゃないかと。

悪化し始めると，最初に申し上げましたように，学費

収入の重要性を考えていった時に，シリアスになって。

シリアスになった時にはもっと大騒ぎになりますよとい

うことであります。

，2番目の課題としましては，2006 年問題に代表される

更なる入学者の学力低下・多様化に対する各大学のカス

タマイズした目標・方法の設定を組織的に行う必要と書

いてあります。

山形大学と関西国際大学は違うと言いましたね。設置

している学部学科も違います。志望順位も違います。周

りの環境も違います。自分の大学の環境とか，自分の大

学がどういう人材を育てようとしているのか。来ている

学生の実態，ニーズはどうなのかということを考え合わ

せると，より力点をおくべきポイントが見えてまいりま

す。

それが分かってくると，どういうその組織体制でやれ

ばいいのか。要するに学習支援センターだけつくれば問

題は解決するのか。1 日でやっているオリエンテーショ

ンを 3 日に伸ばせば問題は済むのか。あるいはその，春

学期全体が問題なので，前期の間に少し組織だった形を

とるのか。

組織だった形をとる時に，先ほど私ども学科全体でや

っていると言ったのですが，個人でやると準備するのが

大変なのです。外部講師の交渉から見学先のあれまで考

えていきますと，かなり大きなユニットで手間がかかり

ます。手間がかかるのですが，一方である程度組織がで

きますと，担当してもらう教員については，だんだん楽

になってきますね。お膳立てをかなりしてもらえますか

ら。ですからそういうふうな，組織でやればそんなに大

変じゃない。個人でやろうとすると，とてもじゃないで

すがそんな多用な課題に対応できるはずがない。だから

組織目標にあった，そのカスタマイズをどうするかとい

うことが，戦略性をもって考えられる必要がある。

3 点目はですね，アメリカと異なって通学生が多数派

の日本の大学を考えますと，なおかつ学部学科を決めて

くる日本の大学生に対しては，こんなプログラムは有効

かというふうな疑念が起こりうると思います。さらに言

いますと，最初の学期を乗り切ったらそのままいくとい

うことなのですが，現状から考えますと，それはそうは

いかないわけですね。

これは実はアメリカでも，これは日本の，我々のほう

が反応が早かったのですけれども，2 年生向け，3 年生向

け，4 年生向けの，継続型のプログラムで刺激を与えな

いとやっぱりもたないと。そういうことを考えていかな

ければいけない。特にイギリスでありますとかオースト

ラリアやニュージーランドは，学部学科を決めてきます

ので特に難しいです。

現状からいきますと，オーストラリアやニュージーラ

ンドでは，正規授業の枠に学部の壁が高くて入れてもら

えないので，共通のオプションでやっている。授業外で

やっているというような大学の方が多いです。あるいは

入学前に，インテンシブに，どうぞ皆さんお越し下さい

というような，中には危ないと思っているターゲット学

生に特に招待状を出す大学とかですね，色々なやり方が

あります。しかし，いずれにしても直輸入じゃなくて環

境，目標，組織特性をある程度考えた戦略的な選択が必

要になってまいります。

で，最後に，初年次教育のプログラムを開発するため

の条件ということを，4 つだけあげさせていただければ

と思います。

1 つは，高校から大学への移行期の持つ重要性と，初

年次の体験の重要性が，組織内で共有されること。これ

は実は結構大変な問題なのだと。1 年生の間くらいほっ

とさせておいてやれよ，という気持ちをお持ちの先生方

もおられると思います。しかし，実態を把握していきま

すと，決しておろそかにできる時期ではないということ

についてのコンセンサスがあるかどうか。

2 点目はですね，初年次学生の実態を知るということ

です。我々がたまたま 4 月，6 月，10 月とやりました。

それ，実はこの秋，1 年後をやります。おそらくもう１

年後もやります。卒業したあともやろうと思います。こ

ういうふうに個人を特定していきますと，今度はいなく

なった学生の分析をしようと思っています。消えた学生

はどういう学生だったのかということです。時系列分析

というのは，多くの大学の場合，多くの研究者がやるの

は，1 年後に別の対象学生を調査するとか，あるいはそ
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の母集団がどう変化したかということをキャッチできな

い。これ我々の場合は協力していただいた大学のご配慮

もあって，学籍番号をデータに入れていますから，どの

学生がどう変わったかということを一応追っかけられる

と。ところが，これ追っかける分析はなかなか手がかか

るので，まだ本格的にはこれからなのですけれども，そ

ういうそのことを，それぞれの大学，一般的な私が申し

上げたデータと山形大学のデータは違うはずですので，

そういうことをきちんとしないといけない。

それと次は，内容と方法についての情報収集と共有で

す。先ほど申し上げたような私どもの例がベストとは思

いませんけれども，かなり情報を集めてノウハウ蓄積を

するのに時間がかかっています。

先ほどご紹介いただきましたように，初年次教育研究

開発センターというのを日本で初めて作りました。それ

は自分たちが研究をやる，あるいはワークショップを，

そのうちお金もらおうと思っていますけれども，ただで

やることじゃないと，アメリカはこれで食っているやつ

がいますので，そういうことをやってでもやっぱり必要

になってくる。普及する必要があるし，また調査をやっ

てノウハウを蓄積していくことが非常に重要になってき

ます。個人の先生のノウハウを，個人の先生ノウハウと

して留めておくと，こうしたプログラムはだんだんしん

どくなってきます。

4 番目はですね，評価方法の開発です。これは，あの

グッドプラクティスもそうなのですが，もう今は評価，

評価と。第三者が評価する時のポイントというのは，大

体 3 つだと思います。レフリーサイドで見た時にほぼ 3

つだと思います。

1 つはコンセプトの明確さです。これは何のためのプ

。ログラム。何を狙いにしているのか。これが 1つですね

これはあの，ほかのも共通して言えると思います。

2 つ目は，このコンセプトに対して，実施されたプロ

グラムが，果たしてどの程度改善されつつ継続されてき

たのか。始めたばっかりじゃ駄目だと。やっぱり何年か

やってもらわなきゃ駄目だと。これが 2つ目ですね。

3 つ目は，それが有効であるかどうかという有効性を

証明しなければいけない。これが今キーなのです。で，

，これが現在の日本の大学教育の外部評価の段階を見ると

非常にあいまいな尺度しか皆さん持っていません。だか

ら，評価を明確にしながらプログラムを設計するという

ことが必要になってきます。

例えばリテンションというのは一つの評価です。じゃ

あ定量的評価だけが評価かというとそんなことはありま

せん。多くの大学はそういうのがないと，すぐ学生の作

文を都合よく 2，3 通出してきて，こういう学生が喜んで

おりますと。これは相手に対して通用しません。例えば

グループフォーカスインタビューというふうな形で，一

応組織化されて，どういう基準で選んだ学生がどういう

ことを言った分析なのかというものが，定量的なデータ

とあわせて組まれているというようなですね，そういう

その評価のやり方を作らなければ，教育プログラムが第

三者から評価されるということはない，というふうに申

し上げても良いのではないかと思います。

4 点目は，それが社会的な影響力という観点から言え

ば，他大学が参考にしたいようなものかどうかというこ

，とです。これはあの，世知辛い世の中でございますので

昔の大学関係者の間でですね，ノウハウを聞きに行くと

なるとですね，3,000 円の菓子折り 1 個持って行ったら

ただでベラベラ喋ってくれるといった世界だったのです

が，だんだん世知辛くなっていますのでそう簡単に教え

てはもらえませんけれども，しかし，やっぱりそういう

ものをきちんと積み上げてやっていくということは，必

ず必要になってくるのではないかと思います。

参考文献をあげさせていただきましたが，最後に入れ

るのを忘れておりました。私の科研の報告書。ここに持

ってきております。これ 1 冊，小田先生のところに。ユ

ニバーサル高等教育における導入教育と学習支援に関す

る研究ということで，この 3 月に科研でいったんまとめ

させていただいたものでございますので，これは置いて

帰らせていただきますので，またご関心のある向きはご

覧いただければと思います。

時間でございますので，以上で。私，授業評価で早口

が弱点でございます。長い間，暑い中ご清聴ありがとう

ございました。

どうも濱名先生ありがとうございました。司会

お願いしていた時間ちょうどで終わられて，さすがだ

という感じです。では，残された時間でご質問をご自由

にどうぞ。実に分かりやすい問題提起から初年次教育の

背景，さらに具体的にどのように解決するかということ

を提示していただきました。

はい。どうぞ。あの，記録の都合上，所属とお名前を

言ってください。

教育方法等改善委員会の教育学部，須賀と申しま須賀

す。

大変，示唆に富んだお話で勉強になりました。最後に

色々な試みをただでは聞くわけにはいかないということ

で，ちょっと聞くのもためらわれるのですが，関西国際

大学では学習支援センターを設置していらっしゃると。

なおかつ，初年次教育もされているということで，当初

の学習支援センターの問題点が，その初年次教育をされ

たことによってどのように変わってきたか。あるいは役

割が変わってきたのかということを，もし教えていただ

ければお願いしたいと思うのですけれど。

学習支援センターの悩みをお話するのが一番早い濱名
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と思います。最初はですね，学習支援センターを作りま

した時には，本当はリメディアルをやろうというような

こととかですね，あとは学習相談ということで個別の相

談に対応しようと。利用者はですね，増えません。来な

いですね。

2年目からやり方をちょっと変えまして，2年目に始め

ましたのがショートプログラムというやり方ですね。

ショートプログラムというのは，その個別相談から考

えて，ニーズのあるものに対して，向うもなかなか最初

のハードル高いですから，誰でもいいですよ，ただで，

というので，1 日とか 2 日とか数回までのプログラムを

学習支援センターの名前で提供し始めたのですね。

そこから始まったのが実は学習技術というさっきの授

業でして，一番最初は講義の攻略法とノートテイキング

というのを 1 回ずつでやっていたのですね。そうすると

それ結構学生が来ました。ノートの取り方がよく分から

ない。つまり，大学の教員の板書というのはですね，だ

，いたい始末に終えないと。横に書いたり斜めに書いたり

書いてはすぐ消す。教育学部の先生方が，中高の先生方

，に教えられる板書とはもう程遠い板書をしてしまうので

これがやっぱり取れないと。要点が拾えないと。そこか

ら始めています。

そのショートプログラム，最初 3 本だったのですが，

今回そのＧＰの中ではそれが増えたことも評価していた

だいていますけれど，今 18 本くらい，去年の実績で 18

本くらいやっていますね。中にはその，もう何でもいい

。から，その学習支援ということをあまり狭く考えるなと

最初は我々，学習支援というのはできない学生のため

の支援をするのが主たる目的だとイメージを持っていた

のですが，そうじゃないのですね。優秀な学生は優秀な

学生として授業でカバーしてもらえないことに対するニ

ーズがあると。あるいはその生活上の悩みが学習の悩み

の原因になっている場合があると。

ということで，例えば今やっていますのは，下宿生の

ための料理と健康とかですね，そのような講座もありま

す。これはしゃれなのですけれど，私がだいたい荒らし

ているのですけれど，タイムマネジメントもやっていま

す。あとやっていますのは去年，これはたいしたことな

かったので失敗だと思うのですけど，確定申告のやり方

とかというのをやりましたですね。あの，これ必要だと

いうことで。これは時期がちょっと直前過ぎたのかも分

かりませんけど。後は公務員の受験対策をやりたい学生

のためとか。そういうプログラムができました。

それをやった上で次にやり始めたのは，その中でさら

に授業にできうるものがある。つまり，3 回とか 1 回じ

ゃなくてもっと継続してやって欲しいというニーズがあ

るものについては，特別研究ということで全学共通で学

習支援センターが授業を起こすという形で授業の形をと

るようになりました。それは要するに，学部学科のカリ

キュラムに入れてくれと言ったらはねられるし，教養教

育ですかと言われると，こんなのいかがわしいとかと言

われるような，それこそ進路に関わるようなものについ

ては，そういうところから始めて行きました。

今私どもがやっていますので言いますと，スタディア

ムロードって海外に行って自分たちでリサーチをする，2

年生，3 年生向けのプログラムがあります。今年，ベト

ナム，アメリカ，中国，韓国とあるのですけれど，4 人

，くらいのグループで調査テーマを持って，面接を受けて

それを通れば費用は全部大学持ちと。あの宿泊費と交通

費を出してやると。このような，この上の層を狙うプロ

グラムと平行してやるようになりました。

しかしそれらの，その辺は多数派ではありませんので，

最大公約数の学生に対するやり方としては，先に学習技

術をやって，その上で先ほど言いました学習計画法や基

礎演習をやっています。

それでどの程度問題が解決されたかと言いますと，個

別相談自体はそれほど多くなくなってきました。かなり

その，こちらもニーズが拾えるようになってきたので，

特別研究であるとか，ショートプログラムの利用者が増

えていっている状態です。我々とすれば個別相談という

のは，基本的にニーズを拾うためのものだと。できる限

りそういうパッケージというか集団のグループ学習に落

としていければ，多様な手間が省けていくと。アメリカ

と同じなのですけども。

そういうやり方から見れば，そこそこまで来ています

が，最近の状態から言いますと，大学のサバイバルが忙

しくなってきて，一応前教員が学習支援センターで自分

の研究室でのオフィスアワーとは別に，センターオフィ

，スアワーというのを持ってもらうことになっていますが

始めた当初で 85 ％くらいの出席率が，最近色々忙しいと

ちょっと 70 ％ちょっと切りそうな状態で，その辺がちょ

っと課題として出て来ているのですが，効果として，先

ほど自分で効果の話をしながらお恥ずかしいのですが，

抜本的に非常に良くなったということで言えば，そうで

すね，リテンションも目覚しく良くなったなどというこ

とはないですね。あの，悪くはなっていないという程度

で，これからちょっと初年次のＧＰ取るには，先生のご

質問に明確にお答えできるように 1 年間精進したいと思

います。

はい。ではほかにご質問は。司会

はいどうぞ。

どうもありがとうございました。仙道

学長の仙道です。

あの，リテンションはその大学の経営に関係するとい

うことからだけではありませんで，興味深く聞かせてい

ただきました。
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その Social な Integration の強化というのが非常に大

事だということをおっしゃって，最初にアメリカの色々

な例をこう，時間の使い方とか，心身のこととか。アメ

リカと日本は違うぞということをおっしゃって，先生た

ちの例を示されたわけですね。で，その話を聞いていま

して，例えばですね，山形大学でそういう Social

Integration の強化をしようとした時にですね，どうい

うその，理論的なと言いますか，何かこういう仕事はト

ライアンドエラーと言いますか，あるいは何かの真似を

するということから始まるのかもしれませんけれども，

やはりこう，ある程度何というか理論的な背景があって

ですね，それに基づいてやらないと，その評価の時にな

ってもですね，何か難しいよというようなことではない

かなということを考えながら，お話を伺っていたのです

が，その辺もし何かご示唆いただけることがあればお願

いしたいのですが。

初年次教育の，このジョン・ガードナーが始めた濱名

業界は，ある意味ではですね，学会というよりはムーブ

メントの力が非常に強いです。

評価に関する問題で言いますと，アメリカの場合です

と，一番持っているのは retention になってきますね。

で，スチューデントサティスファクションとか，あと卒

業先の評価でありますとか，卒業生の評価でありますと

か，それと学生自身の能力がどう変わっていったかとい

うことを，だいたい追跡したりしてやっていますけれど

も，非常に特色があると思いますのは，その，体験色が

非常に強い。

だから，かつてはフレッシュマンセミナーというその

授業ですね，私どものやっていたような。ああいう授業

の呼称であったものが，Experience で広がっていって，

体験を重視するということと，グループワーク手法とい

うのがかなり今使われている。

したがって，その何というのですかね，継続プログラ

ムとして同種のもの，それはＦＹＥと今は別にまだなっ

ているのですが，インセスプログラムというのは，そう

ですね，コミュニティサービスという，地域と連携する

プログラムであるとか，先ほどのスタディアムロードで

ありますとか，インターンシップでありますとか，共通

。しているところはアクティブラーニングというその手法

もう一つは発達理論をベースにしているのだと思うの

ですね。青年期の発達段階にあった形での刺激を，アク

ティブラーニング手法等を使いながらやっていくという

，ことで，それ以外には，あのそんなに明確な，理論的な

そのガードナーが書いているくらいの話で何人かおりま

すけど。

それでアメリカの場合ですとそれを標準化したテスト

とかですね，調査の書式があって，それで一応比較をし

てやるというようなやり方でございます。

日本の場合まだそういう点でいうと，議論的なところ

から未整備なところを我々が埋めていく使命があると思

っております。

はい。どうもありがとうございました。司会

時間となりましたので，まだいくつか質問おありかも

しれませんけれども，それはまだ濱名先生いらっしゃい

ますので，午後からも聞いてください。すばらしい基調

講演をいただいた濱名先生にもう一度盛大な拍手をお願

いします。

どうもありがとうございました。では，昼 1 時からは

ラウンドテーブルをやりますので 1 号館に。お昼にゆっ

くり休まれてまた午後から活発な討論をしてください。

ありがとうございました。

（120 分）
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第 2 部 ラウンドテーブル

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 1：e-learning について

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：櫻井 敬久教授（ ｾﾝﾀｰ）学術情報基盤

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 2：口頭ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成と

能動的学習について

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：立松 潔教授（人文学部）

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 3：YU ｻﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑについて

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：須賀 一好教授（教育学部）

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 4：英語教育の改革について

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：丸田 忠雄教授（医学系研究科）

講 師 ：岩部 浩三教授（山口大学）

【ラウンドテーブル 1：e-learning について】

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：櫻井敬久教授（学術情報基盤センター）

大学の資源の第一は教育資源である。その資源は、教

育ポリシーに基づくカリキュラムであり講義そのもので

ある。これまで我々は、自らの専門性を背景にして講義

内容をつくり山形大学という限られた空間の中でその教

育資源を学生に提供してきた。しかし、情報通信ネット

ワークは、この教育資源を一気にインターネットの世界

に展開することを可能にした。e-learning には電子媒体

による学習という広い意味があるが、端的に言えば教育

コンテンツという教育資源をデジタルネットワークにの

せてヴァーチャルな講義や演習を実施することであり、

当然情報通信ネットワークシステムと密接に関係するこ

とになる。

このような状況の中で山形大学は，1)本学の教育にど

のように e-learning を活用できるのか。2)本学の教育資

源をグローバルに展開するとき e-learning をどのように

位置付けるのか。これらのことを検討しておくことは重

要である。

ここでは、e-learning コンテンツとしてのドイツ語学

習（人文：渡辺先生）とストリーミング配信実験（セン

ター：奥山先生）の実践的事例を参考に山形大学の

e-learning について議論して頂きたい。

【ラウンドテーブル 2：口頭ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成と

能動的学習について】

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：立松 潔教授（人文学部）

新入生が大学教育にスムースに移行できるようにする

転換教育の重要性が指摘されています 「山形大学のある。

べき姿」では，転換教育の中心課題を「受動的学習から

能動的学習への転換」であると捉え，さらに，教養教育

の段階で少人数クラスにおける討論・発表・提案能力の

育成の場を設けることの必要性を提言しています。

しかし，そのための具体的な教育方法については，必

ずしも教員間で共通認識が形成されていないのが現状で

す。そこで，このラウンドテーブルでは，今年度前期に

実施された学生主体型授業である「日本社会の解剖」の

経験を紹介し，学生の能動的学習への誘導と，口頭コミ

ュニケーション能力の向上のための授業方法について検

討してみたいと思います。

まず 「日本社会の解剖」で実施した，班別グループ学，

習，短時間スピーチ，ディベート，モックインタビュー

（模擬記者会見）の内容と成果を授業担当者立松が報告

し，いくつかの論点に絞って参加者の皆さんからの率直

なご意見をいただきたいと思います。

【ラウンドテーブル 3：YU ｻﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑについて】

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：須賀一好教授（教育学部）

ラウンドテーブル 3 では，今年度から開始した「ＹＵ

サポーティングシステム」について取り上げます 「ＹＵ。

サポーティングシステム」とは，新たに導入したＧＰＡ

を有効に活用しながら，アドバイザーと学習サポート教

員とによって，学生の修学や生活を総合的に支援してい

こうとする本学の支援体制の名称です。まだ開始して 4

ヶ月の段階ですが，ラウンドテーブルに取り上げること

によって，この制度のあり方や運用について，現時点で

の話し合いを行いたいと考えています。

ラウンドテーブルでは，最初に，アドバイザー制度と

学習サポートルームの現在までの状況について報告が行

われます。その後，参加者がいくつかのグループに分か

れてディスカッションを行います。以上の話し合いによ

って，本学の支援体制の維持発展させるべきところや改

善すべきところ，あるいは留意するべき点などを探って
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いこうと思います。

【ラウンドテーブル 4：英語教育の改革について】

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：丸田忠雄教授（医学系研究科）

講 師：岩部浩三教授（山口大学）

本ラウンドテーブルでは，ＴＯＥＩＣの導入など大胆

な英語教育改革で知られる山口大学から岩部浩三教授

(大学教育センター) を招き，その取り組みを参考に，本

学の改革の方向性を探ってみたい。

私の知る限り，教養部廃止後，全学的なレベルでこの

ようなテーマの会が催されるのは初めてのことであり，

まずは喜ばしいことである。しかし本学の英語教育には

難問が山積していることを考えると，遅きに失したと言

わざるをえない。

教養部廃止後，英語教育は教養教育実施委員会の手に

よってかろうじてコマ数だけは揃えられきた。しかし人

文学部・教育学部に分散した担当教員を束ねる仕組みが

ない必然的な結果として，本学の英語教育は，単位数が

半減しただけで，内容面では平成 8 年以前と何ら変わり

がないといえる。担当専任教員減，非常勤講師時間等の

目前の脅威もあり，アカデミズムに軸足を置きかつ語学

も教えるという現在のシステムは早晩破綻することは明

らかである。ではどういう道が残されているのか。



23

第１章 山形大学教員研修会「第６回教養教育ワークショップ」

第３部 全 体 会

「山形大学における新たな取り組みについて」

（各ラウンドテーブルの報告）

それでは，午後の全体会を始めたいと思司会（元木）

います。司会は人文学部の元木でございます。よろしく

お願いいたします。

多分不手際がいっぱいあると思いますが，どうかご容

赦をお願いします。ちなみに，各テーブルの報告書が入

り口のところにありますので，まだ手に入れていない方

はどうぞお願いいたします。入り口のところです。

それでは，午後に 4 つのテーブルに分かれまして，ラ

ウンドテーブルということで，具体的な 4 つのテーマに

ついてご議論いただきましたが，その議論をまず参加者

の共通理解とするために，各テーブルから報告をいただ

きます。各テーブルのコーディネーターの方々によろし

くお願いいたします。それでは，テーブル 1 の

e-learning について櫻井さんお願いいたします。

ラウンドテーブル 1，e-learning についてという櫻井

セッションです。こちらについて，私，櫻井が報告させ

ていただきます。

最初に，報告者としては学術情報基盤センターの田島

さんが，ハードウェア的なシステムについてお話してい

ただきました。

次に小田先生と渡辺先生，小田先生は高等教育企画セ

ンターで教育学部ですが，それで渡辺先生が人文学部で

す。この問題が活発に活動されまして，ドイツ語の

e-learning コンテンツを作って，ストリーミングで流し

たと。

その実用的な，実際のネットを通して，その模様を流

して参加者の方に見ていただきながら，講義をしていっ

たということです。

最初にバックグラウンドとして，私は少し e-learning

，の状況，国際的な状況とか日本の状況と政府の政策とか

このあたりを少しお話ししまして，田島先生が

「 e-learning を 支 え る networking and computing

system」ということで，具体的なストリーミング配信の

技術的なこと，それから著作権，それから今後重要にな

るだろうということで認証システム，このあたりのシス

テムがらみの話をしました。

そのあと小田先生がかなり e-learning，これはですね，

国立の情報メディアセンターの吉田先生がかなり外国の

状況を調べているのですが，それと対比させて，山形大

学ではどういうふうにやれるのかということで，

e-learning そのものは今後どうしても大学としては避け

て通れないということであろうと。ただ，具体的にやっ

ていく時に我々ノウハウを積み上げなければいけないだ

ろうと。そこで実践的に人文学部の渡辺先生と協力して

コンテンツを作られたと。その具体的なコンテンツを作

る時の色々な注意点とか，考えなければいけないこと，

そのあたりをかなり定義するようにいたしました。

それに基づいて実際に e-learning のコンテンツをネッ

トワークで流して見ていただきながら，そのあと渡辺先

生が，実際は講師になって内容を作られたわけですが，

そこでどういうところに気を付けて，どこがしんどかっ

たかとか，そのあたりをかなり具体的に出していただき

ました。

渡辺先生がこれを作る時には相当前準備をされていま

して，ある意味ではリハーサルとかということをして，

実際に結果は皆さん既にご覧になった方もいらっしゃる

と思いますが，相当綺麗にできています。

綺麗にできているという意味は，非常に少ないお金，

ほとんどスタッフは，いわゆる講師は渡辺先生で，撮る

方は小田先生がやっています。ある意味では素人がこう

いうものを作った割にはですね，放送大学に匹敵すると

言ってもいいのではないかというような綺麗なものがで

きています。

綺麗というのは単に絵が綺麗ということではなくて，

授業そのものが非常に見ている側から分かりやすく，そ

れから単にある人の顔が写ってただ漫然とした講義では

なくて，非常に臨場感溢れる講義となっています。その

あたりはお二人の努力が非常に大変だったのではないか

と思うのですが，ある意味では逆にお二人，こういうス

。タッフでもできるのだなということがよく分かりました

この辺は今後，我々が山形大学で e-learning のためのそ

ういうコンテンツを作っていく時の非常に参考になると

ころだと思います。

もちろん教員に全ての負荷をかけてはいけないので，

その辺は考えなければいけませんけれども，必ずしもも

のすごいお金と環境でないと作れない，ということでは

ないということがよく分かったということです。

それで，そのあとは参加者の方から 35 分くらい，色々

ご意見をいただきました。参加者の方は人文，それから

農学，教育，工，から参加していただいています。それ

から山形大学以外では東北芸工大の方が参加していただ

いて，計 8名の方で色々議論しました。

その議論のかなり重要な点としては，こういうストリ

ーミングの e-learning コンテンツはじゃあ放送大学とど

。こが違うのかという，かなり根本的なお話がありました

ここでは，基本的には変わらないと。ただ，目的を

我々はどこに置くのかということで，2 通りあるのでは

ないかと。

1 つは山形大学の学生に向けたこういう e-learning コ

ンテンツを開発するということは，それは相当意義があ

って，それはいわゆる自習とかですね，そういうことに
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相当役立つのではないかと。

もう一方では，非常にすばらしいコンテンツを作って，

外へ発信していくと。この場合には外との競争も当然起

きてくるわけですけれど，結局求められるのは中身が重

要であるというようなことのお話が出ました。

それからあとは，こういう e-learning を今後使ってい

，く時に，遠隔授業の方でも使っていけないかという話で

システムとかハードウェアとの関係ですが，リアルタイ

ム性を追及するような授業にも使えるのではないかと。

例えば，一例が農学部の方からこちらへ流す時に，季

節感を盛り込んだ授業を大学とやる場合にはやはりリア

ルタイム性を要求するので，そのような授業にも使える

のではないかと。

それから最後に，少し e-learning とは違うのですが，

実際にこれから我々 e-learning から情報処理教育の中に，

色々な著作権の問題とかですね，色々こう倫理の問題が

出てくるので，そのあたりは学生に対してきちっと協力

する体制を作っていかなければいけないのではないか，

という意見がありました。

これで大体，もっと色々ハードの話とかあったのです

が，非常に実際のサンプルもあって，有意義なセッショ

ンだと思っております。以上です。

ありがとうございました。司会

全体会の進め方について，若干ご説明申し上げますが，

コーディネーターの方に報告をいただきまして，それか

ら会場から 2，3 の質疑応答をいただきます。そのあとで

次に進めさせていただきます。全体が終わりましたらも

う一度元に戻って，全体的に質疑応答をしようというふ

うに考えております。

というわけで，今の櫻井さんの e-learning についての

質問，あるいはご意見などございましたらよろしくお願

いいたします。ちなみに，手を挙げて，それからご所属

。とお名前をおっしゃってから，中身をお願いいたします

いかがでしょうか。

はい。

教育方法等改善委員の，人文の中村です。中村

e-learning というは，今日までのところ，このタイプ

の配信授業のことを言う名称に特化されてきているよう

に思うのですが，色々なレベルがあるのではないかと思

うのですよね。

インターネット上で，例えば，資料だけを出すとかで

すね，講義録を出すとかですね。あるいは動画を使わな

いで，パワーポイントのようなもので流していくとかで

すね。色々なタイプの授業があるかと思うのですが，

e-learning のそういう多様性ということに関してはどう

なのでしょう。現状では。開発状況としてはどのような

ものなのでしょうか。

はい。その話も少し後半に出たのですが，結局今櫻井

回の講義としては小田先生が中心になってストリーミン

。グをやられて，かなり成果があったと私は思っています

で，あと，e-learning，ご指摘のようにかなり自習的

要素であるような，そういうコンテンツを用意して，学

生に自習させようかと。そういうものはやはり

e-learning の範囲としては非常に重要な部分だと思って

いまして。これはどのくらい気を付けているかというの

は大学全体の話であると。それぞれの学部等でやってい

るところもあると思います。

ただ，一応私もセンター長という立場で申し上げます

と，センターとしては今年度に新しい学術情報基盤セン

ターになりましたので，この中の情報教育メディアとい

うことで，一種その自習的な要素の e-learning の開発を

して行きたいということ。

その最初のターゲットとしては，先ほどありましたよ

うに情報倫理とかですね，そのあたりを，あまり難しく

ないようなものを情報処理教育の中に導入していくよう

な，そういうものを現在考えています。

それでは，ほかにどなたかいらっしゃいませんで司会

しょうか。例えば芸術工科大学の方は色々試みをなさっ

ているように思うのですが，いかがでしょうか。

では次のテーブルに移りましょう。ラウンドテーブル

の２ですが，口頭コミュニケーション能力の育成と能動

。的学習について。立松さんのご報告をお願いいたします

はい。ラウンドテーブル 2 では，私の方から今年立松

の前期に開講いたしました，日本社会の解剖という授業

の総括をいたしました。

この授業は色々と欲張った内容で実習いたしまして，1

つは口頭コミュニケーション能力，これを育成する場。

具体的には討論とか発表の能力。プレゼンテーション能

力も含む，そういう能力を育成するということ。それか

。ら学生がですね，主体的に自ら課題に取り組んでいくと

それからその課題自身を学生が見出して勉強すると。こ

ういうことを中心的な教育目標に掲げてあります。

ただこれは，私，経済学の専門なものですから，同時

にですね，現代の日本社会，経済学から言うとちょっと

教養の学生には狭いかなと思いましたので，現在の日本

の社会の色々な問題について，皆さん関心を持ったこと

に取り組んでくださいと。こういうことで行ったわけで

す。

その学生主体型での取り組みということなのですけれ

ども，グループでの取り組みということを主体にいたし

ました。聴講生 40 名の，42 名ですね，学生がいました
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ので，平均 5 名のグループ，8 班にいたしまして，グル

ープでまず課題を決めて取り組んでもらうと。それを全

体会，みんなの前で発表してもらうという形で。

その発表の形態がですね，1 つはディベートです。こ

れはほかの班と対抗試合という形で，テーマを合わせて

もらいまして，ディベートをやってもらいました。これ

。を全部で 4試合ですね，8班ですから 4試合やりました

それから，そのあとでモックインタビューという形式。

これはインタビューというと分かりにくいのですが，模

，擬記者会見ということである課題について共同で調べて

時間の関係でですね，1 時間で切って 1 コマで 2 つの班

にやってもらうということで，普通は我々，ゼミでも卒

論の発表とかですね，レポート発表などやってもらうの

ですが，そういう時には 1 人が 15 分とか 20 分とか，長

時間の発表をするのですが，ここでは短い，1 人大体 3

分，1 班 5 人ですから 15 分ということで，それぞれこう

立場を変えてですね，その同じ課題について取り組んで

もらって。それを司会進行係が質問に答える形で，その

1 人 3 分を使ってもらう。1 分ずつ 3 回でもいいわけです

し，もうちょっと短くこう質問のやり取りをしてもいい

のですが，そういう質問に対して答えるというスタイル

で，共同で調べたことについて発表してもらうというや

り方であります。

テーマは，ディベートでは日本は小学校に英語教育を

導入すべきであるというテーマ，それから，日本は小児

脳死移植を認めるべきであるというテーマ。それぞれ 1

試合ずつ。それから，日本は死刑を廃止すべきであると

いうのが，4 チームがこれに取り組みましたので 2 試合

ですね。で，行われました。

それから，インタビューは色々なテーマありますけれ

ども，例えば地球温暖化論というのは正しいのかどうか

とかですね。あるいは高速道路無料化の是非とか，小児

医療をどう立て直すべきかとか。それぞれグループで課

題を見つけてもらって。これは，もともと日本の論点と

いうテキストがありますので，そのテキストの中から自

分たちの関心のあるところを取り上げてもらって，共同

でそれ以外の文献とかインターネットなどで調べて報告

するということであります。

結果的に見ますと，ディベートについては高校までに

経験している，あるいは経験はしていないけれども知っ

ていると，そういうものがあるというのを知っていると

いう学生がほとんどでして，割とスムースに取り組めた

のではないかと思っております。それから，事前にです

ね，実論を調べて公開しあうというようなことで，その

立論のところで，こちらで学生に，実際に私のところに

持って来てもらって，アドバイスをしたりチェックをし

たりするということもできましたので，そういう点でも

かなり良かったと。

ただ，モックインタビューの方は学生が戸惑った面が

ありまして，初めなかなか上手く行きませんでした。2

回ほどちょっともたもたしまして，ちょうど公開授業が

それと当たってしまって，もたもたぶりを公開授業で公

開するみたいな形になってしまったのですが。その後学

，生が大体こつを掴みまして，その後発表する班の中には

かなり良い内容のものが増えてきたように思います。そ

れから，最初でかなり学生の総合評価でも低い点数だっ

た学生，一番最初の班ですね，これもう一度最後にやっ

てもらいましたら，かなり良くできておりましたので，

私の事前の指導と，学生もその辺の狙った内容を十分に

理解していなかったことによるものであると。やり方に

よってはかなり上手くいくのではないかというふうに思

いました。

そういうようなことを私が報告しましたあと，会場か

らの質問などいただきまして，あと，意見交換などをし

ていただきました。

参加者 23 名でして，他大学からも弘前大，福島大，芸

術工科大学，秋田大の方々ですね，5 名ほど他大学から

参加いただきました。

質問を非常にたくさん出されまして，十分に整理しき

れないのですが，まず多く出されたのが，そういう授業

の場合，成績評価をどうするのかという質問が何人かか

ら出されました。

というのは，私もちょっと 1 回目ですので悩んでおり

ました。専門の方ではこういうディベートなどを取り入

れていたのですが，専門はまた同時に卒論指導などを行

いますし，レポートも別に書かせておりますので，そう

いうことなので評価はさほど悩まないでわりとやってい

たのですが，この 1 年生にやるとですね，実際に今回，

学生の発表などと，それから学生自身のアンケートを見

ますと，そのグループごとにですね，非常にまとまりの

良いところと悪いところが出てまいりました。

発表でもですね，それはかなり顕著に差ができたとい

うことで，どういうグループがちょっとこうパフォーマ

ンスが低いかというと，例えば責任者と言いますかグル

ープリーダー，班の責任者ですね，これをジャンケンで

決めておるものですから，その責任者がちょっと欠席が

ちになってしまうとかですね，そういうふうなところが

なかなか，どうもまとまりが悪く連絡もお互い取り組め

ていないということがありまして，発表でも，ディベー

トの時もですね，なかなかスムースにいかないというよ

うなことがありました。

そういうグループごとの評価と個人ごとの評価を，ウ

ェイトをどう置くのかというようなご質問もあるように

思います。それから，こういうのは発表の中身とかそう

いうものを評価していくことになって，いわゆる平常点

というようなつけ方になるわけです。

私の場合には，ディベートとそれから最後のモックイ

ンタビューですね，30 点，40 点という配点にしておりま

す。それから，ディベートのちょっと前にグループごと

，に，ワークショップと言ってですね，共同で作業をして

これは入学直後ですので山形大学の印象ですね，山形大

学の新発見というテーマで，そういうのでちょっとワー

クショップと言ってですね，グループごとに山形大学に

ついて不満点とか，それから入る前の感じと入った後で
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どうだったかと。こういうようなことを議論して，まと

めてもらうというようなことをやりましたのでその分が

20 点。あと，司会を担当したり，班ごとに司会を担当し

たり，色々運営の方も学生中心になってもらっていまし

たので，それについて評価をすると。そのようになって

おります。

ただその辺，個人の評価とですね，グループの評価，

どういうふうに組み合わせるのかとかですね，あるいは

平常点でどこまで，教育目標と合わせてですね，成果と

いうものを把握できるのかという点について，というこ

とになりますと，実はまだ成績つけておりませんし，ち

ょっと今まで授業をしながら個人的にメモをしてはいる

のですけれども，だいたい非常に目立つ学生ですね，中

心になって取り組んでいて，がんばっている学生と，そ

れからちょっとパフォーマンスの低い学生と，その辺は

分かるのですが中間段階のところの微妙な採点というの

は，グループの評価と合わせてどうするのかというのは

ちょっと今悩んでいるところですので，その辺，そうい

うようなお答しかちょっとできなかったということがあ

ると。

それから，ここで私が言いましたディベートとかモッ

クインタビューのようなものは，分野によってそういう

ものを取り上げやすい分野とですね，自然科学系，理論

物理とか，そういうような難しい分野があるのではない

かというご質問がありました。

これについては，私もほかの分野のことよく分かりま

せんのでなかなか答えようがないのですが，ごく一般的

に言って学生に課題を与えてですね，あるいはいくつか

，の課題の中から，学生に自分たちの課題を見つけさせて

そして調査研究，あるいはフィールドワークなどを主体

的にさせるというようなことであれば，これは色々なや

り方があるのではないかというふうに思いますし，現に

そういう授業もあるように聞いておりますので，あまり

このディベートとかモックインタビューとかですね，そ

ういうのにこだわらなくても私はいいのではないかと。

学生の能動的参加を促すですね，ということではそうい

うことがあるのではないかと。

あと口頭によるコミュニケーション能力なのですが，

これは，ちょっと私，前に大学教育学会というのに出席

いたしまして，そういう口頭コミュニケーションの授業

を担当されている方のお話を伺ったのですが，先生方で

すね，見本を見せようと思ったり，あるいは具体的な上

手なしゃべり方，話の仕方，そういうことを教えようと

思ってはいけない。大体日本人というのは皆そういうの

下手ですし，大学の教員と言ったって，そういうのが上

手くて教員になっているわけではない人がほとんどです

ので，そういうことではなくて学生自身に，お互い評価

させる。

私の場合もスピーチですね，プレゼンテーションスピ

ーチをやってもらえれば，学生同士に分かりやすかった

か。あるいはテーマについて説明する場合の構成が良か

ったかどうかと。それは学生自身に，相互に判定をさせ

るというようなことをやっております。もちろん，私も

感想を最後に言うわけですけれども，そういうようなこ

とをやりますと，お互いの評価というのが非常に気にな

るわけですね。

それから自分自身が，どこかちょっと欠点がある，ど

うしても顔を上げて話すことができないという学生もい

，ます。それはいてもですね，恥ずかしくないとかですね

これはやっぱり慣れだろうと思いますので，やはりこう

いう人前で発表する時間，これはすごく長くなくてもい

いと思うのですね，2 分でも 3 分でもいいのですけれど

も，半期の授業の中で私の場合ですと，スピーチとそれ

からモックインタビュー，ディベート，それから班ごと

の成果の発表とかですね。そういう発表をするから，な

るべく短時間ではあるけれども，数多く置いて，そうい

う場がそれなりにあればですね，その中でやっぱり慣れ

ていくのではないかと。

だから，そういうことで口頭コミュニケーション能力

と言いますけれども，これは場数を踏んで憶えるという

ことではないかと思っております。

それから，グループ学習の中での人間関係の比重が大

きい。現に非常に上手くいったグループとですね，そう

でないグループがあったわけですが，ここをどう扱うの

かという質問もございました。

これについては私自身，後のほうになって，これはだ

いぶ差があるなと。アンケートをやってですね，余りに

も大きな差がついてしまったので，それからアンケート

の自由記述欄にも，自分の班はなかなかまとまりが悪く

て苦労したというようなことが書かれてあってですね，

もうちょっと早く気付いて，そういうちょっとパフォー

マンスの低い，あるいは欠席，学生が欠席すると，その

あと連絡取り合って自分たちで相談するということがで

きないというかできていない班があったものですから，

その辺りのケアを早めにやっておくべきだったかなとい

うふうに反省はしております。

このグループ学習，非常に上手くいくとですね，その

中で中心，リーダーシップを取れる人間ですね，リーダ

ーシップの重要さというのを学んできたり，あるいは，

お互いに役割分担の中で共同でやるこの喜びと言います

がね，結構そういうものが面白かったと，充実していた

という，後で聞いてみますとそういう入学生が多いです

ね。

グループによっては非常に学生同士で楽しく議論をし

ておりまして，あまり，こういう授業ですと教員の，

我々はどちらかというと控えめな，授業全体の設計をす
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る，それから全体会をやるですとか，そういうようなこ

とをやるのですが，何か脇役的で，学生主体型の授業で

すので，ちょっとこうさびしいなという，私が授業をし

て，自分が主人公で，学生が面白かったとかですね，言

ってくれればちょっと嬉しいのですが，学生主体型授業

で面白かったと言われてもちょっと，何か自分の力じゃ

ないような，学生自身ががんばってやったという，ちょ

っとそういうギャップは感じましたけれども，やってみ

た経験で言うと，非常に上手くいったところが多くなっ

たと。

パフォーマンスの低いところをどういうふうにきちん

とケアしていくかということを，きちんとやっていけば

かなり成果が上がるのではないかというふうに感じてお

ります。

以上，私の方からの報告を終わらせていただきます。

第 2テーブルからのご報告でした。司会

質問ございましたらお願いいたします。

，山口 教育の山口と申します。ちょっと質問なのですが

先生のその口頭コミュニケーションの授業ですが，これ

には留学生等はどうなのでしょうか。また参加を認める

のか。

はい。今回はですね，1 回目の授業に集まった学立松

生を全員引き受けてやったのですが，留学生はおりませ

んでした。特に留学生を排除するとか，そうことはあり

ません。また過年度生も 6 人ほど，7 人ですかね，おり

ました。

そうですか。個人的にはね，どうしても我々日本山口

の文化というかコミュニケーションというのは歴史が浅

くて，そういったところにもしかしたら欧米，西アジア

からの留学生等が入ってみると，その日本人の場合，意

外と個性という物が反映されて，話し好きだとか話べた

とかありますね，そういったところに留学生等が，もし

かしたら意図的に入っていただいて，そういった組み方

で進められると，違った意味で面白いパターンが見えた

りして勉強になるのかなというのが一つありました。

すみません。もう一つあるのですが，例えばほかの学

習，ワークにせよ，例えば情報にせよ，それなりの，言

，葉は悪いのですけれども将来的に卒業した場合に就職等

何かそういったものに対しての損得ではないのですが，

あるというような形を一つの動機付けとして結び付ける

ことが多々あるのですが，この口頭コミュニケーション

に関しては，先生はどのような位置付けで生徒に，それ

は，要するに授業をこれから転換教育という中でと先生

おっしゃっていますけれども，大学生活を送っていく上

でプラスということを強調するのか，その後社会に出て

うんぬんというような言葉も用いながら進めて行ってい

るのか，ちょっとお聞かせください。

はい。専門の学生にも同じようなことをやってお立松

りますが，その学生には，就職活動の面接などの対策に

もなるのだよということは言っておりますが，1 年生で

すのでそこまでは言っておりません。

ただ，一般に山大生，わりと口下手だと，私も就職の

対策委員をやった時に，企業を回りますとそういうふう

に言われてですね，東京の私立大学の学生などの方がよ

っぽどこう，アピール力があるよと言われたものですか

ら，もうちょっとその辺，山大は重視していった方がい

いのかなと，1 年生の時からですね，重視した方がいい

のかなということは感じておりました。

ただ，むしろ今回感じたのは，入ったばかりの学生っ

てお互いに知らないわけですね。その知らない学生がグ

ループ学習を通じてですね，非常に親密になったり，い

い刺激になったりということがありましたので，そうい

う意味では 1 年生の友達関係とか，山大というところに

慣れるとかですね。

そういう意味では，この授業の目的とはちょっと違う

のですが，副産物とでも言いますかね，そういう効果は

あったのかなと思っていますので，その辺はもう少し今

後意識しても，先ほどの初年次教育ということで，人間

関係ですね，4 月から 6 月の段階が重要だということが

ありましたので，そういう位置付け方でやって行くとい

うこともあってもいいのかなとは思っております。

ありがとうございます。ほかにどなたかいらっし司会

ゃいませんでしょうか。

それでは次に行きましょうか。

テーブル 3 ですね。ＹＵサポーティングシステムにつ

いて，須賀先生お願いします。

はい。ラウンドテーブル 3 では，ＹＵサポーティ須賀

ングシステムについて取り上げました。

午前中にご講演いただいた濱名さんにも加わっていた

だいて，ワークショップということですから，自由に話

し合うという，そういう活動をしようということで，2

つのグループに分けて話し合いをするということを中心

にいたしました。

最初に私の方から，かいつまんでＹＵサポーティング

，システムの概要について説明をいたしました。そのあと

私，学習サポートルームの運営委員でもありますので，

その運営委員会の報告をいたしました。

それから，アドバイザー連絡委員会からの報告を中西

さんにしていただいて，かろうじてまだ 4 か月ではあり

ますけれども，現状での途中経過を報告したと。

それに基づいてそれぞれの参加者に各グループで自由

に，その意見，あるいは感想等述べていただいて，今後

の山形大学のこうした学生支援のあり方を明確にして行

く，あるいは取捨選択して行く上での参考にしたいとい

うことで，話し合いをいたしました。

全体会に至るまでの記録は中村さんに，綺麗にまとま

って書かれていますので，この資料を使わせていただい
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て，簡単に報告をさせていただきます。

この資料の裏になりますが，それぞれ各グループで話

し合いを約 40 分でいたしまして，その結果をまず報告し

ました。それに基づいて全体会をしたわけですけれど，

それぞれのグループからの内容を報告いたします。

まず A グループですが，このサポートシステムの問題

点としては，せっかく作ってもですね，結局本当にサポ

ートを必要とする学生がなかなか乗ってこない。このシ

ステムの中にこう出てこないと言いますか，要するに学

校に出てこないという学生も含めて，どうしたらいいの

かというようなことが話し合われて，それについては，

濱名さんから関西国際大の例を教えていただきました。

関西国際大では，確か 6 週目だったと思いますが，出

席の管理を集中的にして，それによってアドバイザー等

が動くということ。やはり早い段階で二極分化するよう

ですから，やはり早い段階でこういう対応をする必要が

あるだろうということが出ました。

2 番目は，山形大学のような分散キャンパスの場合，

こういうサポートシステムはどうあるべきだろうかとい

うそういう話題になりました。これも短時間ですので，

そう深められたわけではないのですが，やはり全体とし

て動く部分というものが是非必要だろうと。リソースと

しては全学，そして個々の運用は部局，各学部でという

のが，やはり実質的ではないのかなという，そういった

意見です。

それから 3 番目は，サポートファイルの運用の仕方に

ついて色々と意見が出ました。これも学務情報システム

が，これも動いて動き始めたわけで，その中の一部とし

て機能しているわけですが，これはやはり，やりながら

色々改善すべきところは改善して行かなければいけない

というところで，現在動いて行ったということが，報告

されました。

面白い，他大学の色々な面白い試みも濱名先生から紹

介していただいて，例えば，学生自身が記入するという

ようなやり方もあるようですし，また，どういう項目で

の相談があったかという全体の概要がつかめるものは電

子媒体で，色々細かい部分は紙の媒体でというような，

そういう使い分けもされている大学もあるようです。こ

れもやりながら色々工夫するようになるのではないかと

いうことです。

これに関連してですね，結局，全体会でちょっと出た

話も少し先取りしますが，やはりどの大学も，その大学

の環境に合わせたものをまず見極めて，そしてそれで動

く必要があるだろうということが，痛感いたしました。

そういったものを現在は色々実践しながら探っていると

いう状況だと思いますので，それをこれから，はっきり

させていく必要があるのではないかというふうに個人的

には感じました。

それから，先へ進みますが，4 番目ですが，学生の集

団を機能させるという，活性化させるという面も必要で

あろうと。教員対学生ということだけではなく，学生同

，士，かつてはそういうものも自然的にあったわけですが

それがなかなか最近難しくなっているという，そういっ

た面をこうフォローする必要があるのではないかという

ことです。

それから，5 番目はですね，やはり色々機能が多様化

しますと，結果的にそのたらい回しになってしまう場合

がありますので，学生から見たらですね，やはりそれは

，サービスになっていないわけで，ワンストップサービス

なるべくそういう形でできる方法が良いのではないとい

うこと。こういったことがグループ内では話し合われま

した。

それからグループの B からは，やはりアドバイザーと

なる教員は，実際に授業等で常に接する教員が良いとい

うことで，例えば工学部の場合では，アドバイザーの教

員をどうするかといったことをこれから考えて行く必要

があるのではないかということが出ました。

，それから 2番目は学習サポートルームの認知度ですが

あまりよく知られていないようである，ということでや

はりＰＲする必要があるのではないかということが出ま

した。

3 番目はですね，サポートルームにはテレビ電話シス

テムが備えられているのですが，まだ十分使われていな

いということがあるので，検討する必要があるのではな

いかということです。

それから 4番目は Aグループと同じでした。

5 番目は，アドバイザーのカウンセリング力，カウン

セリングマインドと言ったらいいのでしょうか，そうい

った心を持つための研修など必要ではないだろうかと。

6 番目は，やはり学習サポート教員というものが，多

面的にですね，活動するためにも独自の権限を与えても

良いのではないかという点が出ました。

それに基づいて，今度は全員のラウンドテーブルで全

体会をいたしましたが，それについて簡単にご報告いた

します。

まず認知度の問題が話し合われました。で，工夫の一

つとしてはですね，やはりこういうことがサポートでき

ますよということを，もう少し具体的に学生に知らせる

必要があるのだろうと。こういう場合はここへどうぞと

いうようなことを，具体的に示す必要があるだろうとい

うことが一つでした。

それから，関西国際大の実例を教えていただきまして，

，年度当初にキャンパスラリーを行って，その時にですね

学習支援室にも来るようにスタンプ，スタンプは押しま

せんけれども，そこに来るようにしていると。全部揃う

と，ご褒美が付いていまして，食券がもらえるのだそう

です。それはなかなか，それはそれで面白い試みだなと

思いまして，大体 20 から 25 ％くらいの学生が全部回っ

ているようです。そういった色々な形で，認知度を高め

る工夫の余地はあるのだろうなと思いました。

それから次にですね，学習サポートルームの機能のさ

せ方についても話し合われました。本学のやり方は，本

学の先生はご承知だと思いますが，もう少し時間帯を広

げたりですね，あるいは特に昼休みを使わせるというよ



29

第１章 山形大学教員研修会「第６回教養教育ワークショップ」

うな工夫もあるということが分かりまして，まだまだ改

善の余地があるということが認識されました。

総じて，やはりこういったサポート体制は負担がかか

るわけです。教員側のですね。そういった問題をどうク

リアして行くかということで，最後は残った時間，色々

濱名先生にも教えていただいたのですが，やはりこうい

う組織としてサポート体制を敷くことは，大学全体とし

てメリットがあるのだということを認知してもらう。そ

ういう意味での認知が必要ではないかということです。

つまり，個々の先生のエネルギーですね，そういった

ものを消費させないといいますか，無駄なエネルギーを

使わないためにも組織的な対応が役に立つのだというこ

と。それから学生側から見てもですね，いざとなればこ

ういうシステムがあるのだという安心感を持ってもらう

という，そういう面がある。

そして，我々全然意識しなかった第 3 はですね，これ

はやはり中途退学者が出ると収入にも関わるわけで，そ

れがひいては我々の研究費等，給料にも関わるわけで，

そういったものを確保する上でもやはりドロップアウト

しないようなシステム。きちんと付加価値をつけたとい

いますか，実力をつけた学生を送り出すというそういう

。システムというのが，結果的には我々に役に立つのだと

そういった認識をまず全学で共有すべきではないかとい

う貴重な意見をいただきました。

こういったことで，濱名先生にも引き続き講義をして

もらうというような形も考えられたのでしょうが，ワー

クショップとして全員で色々考えていることを話し合う

ということで，ラウンドテーブル 3 は終わりました。以

上です。

ありがとうございました。司会

蔵王の合宿の成果を何か分科会でも活かしたような報

告でした。

質問，ご意見ありましたらお願いいたします。

教育の伊藤です。ラウンドテーブルの方でもちょ伊藤

っとそれめいたことは言ったのですけれども，例えば教

育学部の場合ですと，1 年からですね，各専攻コースご

とに各学年単位というのが置かれていまして，それでま

た教室としても専攻の学生一人一人として対処なってい

るのでけれども，本来これは，ＹＵサポーティングシス

テムという教養教育時代のサポーティングシステムにつ

いての議論なので，それが十分に機能するということが

とりあえずの課題だと思うのですけれど，やっぱり少数

の学生から見るとやはり，4 年間学業の期間を通じてで

，すね，多分そういう学校側の色々な機能が有機的にこう

絡んでサポートしていくというふうなことでね，将来考

える余地があればいいなと，いうふうに僕は思っていま

す。

ただそれを無難にそう続くかというのが，色々な懸念

とか，役割分担とかね，あるのでしょうけれども，それ

がないと，漫然とやっているという感じになっちゃうよ

うな気がするのですよね。

全学的なそういう，4 年間の一貫したそういうシステ

ムに向けて何か考えというのがあるのかないのか。教養

教育の時に対応すれば，それはそれでね，個別的な対応

で終わってそれはそれでいいのだという，何かそこから

情報があっても別にそれはそこで止まっている形でいい

のだということなのか。

これは，そういうスタッフ作業に携わった者につ須賀

いての意見ということになりますが，このネーミングそ

のものもですね，これ教養教育ではありません。山形大

学全体のそういう学生支援システムということで作って

おりまして，今年初めて 1 年目ですから，1 年生のアド

バイザーということになりますけれども，最終的にはも

ちろん大学全体のサポートを機能させようというのが願

いで，議論しています。

ただ，1 年生はやはり教養教育をこの小白川キャンパ

スでうけると。で，1 年次が大事であるというようなこ

とであって，その，全体の中での占める比重は確かに大

きいのですが，あくまでも全体のシステムを機能させよ

うと，そういうことではあるわけです。

システム自体を，これは完全に 4 年間想定したシ司会

ステムだと私は受け取っておりましたので，どうも認知

度がもう一つのようでございます。

ほかにいらっしゃいますでしょうか。

それでは第 4 テーブルの報告に行きましょう。英語教

育の改革について，丸田さんお願いします。

，丸田 資料を見ながら，私の報告を聞いていただければ

ありがたいと思います。資料は丸山先生にお願いして，

作っていただいたものです。

このワークショップでは「英語教育の改革について

－山口大学の改革から学ぶ－」というタイトルで，山口

大学から岩部浩三先生をお招きしました。で，岩部先生

は，新聞の細かいところまで見ている人はもしかしたら

気付かれたかもしれませんけれど，つい先ほど，平成 16

年度の特色ある大学教育支援プログラム，新聞にも報道

されたわけですけれども，そこで山口大学のＴＯＥＩＣ

，を活用した英語教育改革，教育水準の保障と学習支援で

このプロジェクトがそれに採択されたと。で，その申請

，者なのであります。非常にいいタイミングでお招きして

お話をお伺いできたということであります。

いいタイミングということはどういうことかと言うと，

やはり山形大学の要求というのが，色々な面で改革を待

っているというような状況があると思います。

1 つは，学長が午前中のご挨拶でちょっと言われてい

ましたが，英語教育は昔は，いわゆるアカデミックリテ

ラシーと言えるでしょうと。要するに教養教育ですね，

あの難しい哲学の本と一緒であるとか，当時ですね。そ

ういう英語を読むこと自体，すなわち西洋の古典的な教

養を身に付けることにもつながるという，今そういう状
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況では全くないわけです。グローバル化とか，いわゆる

コミュニケーション重視とか，専門家特化とか。

で，本学の希望での，それに応じた質的な軽さという

のが必要となっているのですが，本学ではちょっと問題

が増えているというところがあります。

それから，もう 1 つは非常勤講師以下の減ですね。そ

れとか英語の担当教員の後任問題とか，それぞれ，あま

り明らかにするとまずいところもあるのですけれど，非

常に自治体制が危なくなっているというのがありますの

で。

そういう問題もあっていい機会じゃなかったかと思い

ますし，ちょうど連動して，山形大学の中期目標中期計

画の平成 16 年分の計画までいって，英語教育担当委員会

というのが設けられて，色々とその教育改善に向かって

議論するということになっております。それ自体その非

常にタイムリーであったかと思います。

で，まず最初に，本学の英語教育の現状と問題点をそ

の参加した人たちに感じていただくために，人文学部の

大河内先生から 10 分程度のお話をいただきました。

山形大学の教養教育実施委員会が中心となって，人文

学部，教育学部に所属している英語を担当することが可

能な先生からですね，コマ数を集めてくれたような感じ

なのですが，それを最終的に，そのコマ数を非常勤講師

のその色々つけてですね。で，授業をするわけですね。

で，そういうシステムでずーっとこれまで続いています

けれど，なかなかそれ以上の議論が進まないのですね。

，そういうシステム上の問題点があると。それで要するに

現状の要求をまとめて練られている。格好としては運営

体制が，教育目標の明確化とか，あるいは学生が望むの

はコミュニケーション重視とか，そういう点に対応して

行くというのが指摘されました。

それを受けて，岩部先生にトークをしていただいたの

ですけれども，山口大学，ＴＯＥＩＣは，英語教育の柱

として，1 つの教育方法として利用していると。で，こ

れに基づいてですね，その資料の裏のページを見ていた

だきたいのですが，スライドの 1 枚が抜粋されておりま

すけれども，これは岩部先生に最後にまとめていただい

たスライドなのですけれど，一粒で三度美味しいという

ようなことで，これは，このあと説明しますけれど，そ

ういう成果が得られたということであります。

で，最初からＴＯＥＩＣありきでは決してなかったと

いうことで，検討した結果ＴＯＥＩＣが一番いい掴みだ

ったと。色々な意味での指標であると。そういうことで

ＴＯＥＩＣをやったということです。

で，ざっと，どういうその授業をされているか簡単に

説明しますが，一応，クォーター制になっているそうで

す。これ英語だけなんじゃないのかな，その辺詰めてお

聞きしなかったのですけれども，まず 6 月までＴＯＥＩ

Ｃ準備なのですね。そういう授業で，そこで最後に中心

の，週 1 コマですから，で，6 月にいっせいにＴＯＥＩ

Ｃを受験すると。これは，自己負担になりますけれど。

そこで得られた成績に基づいて，今期，第二クォータ

ーなのですが，そこで学生を振り分けると。で，600 点

以上が単位認定していると。もう来なくてもいいとです

。ね。ちなみに山口大では 6単位，1コマ 2単位で 6単位

，それから 600 から 400 点の間は，一定の単位を認定して

これもちょっとあやふやなのですが，多分１コマだと思

うのですけど，それだけで補充できるわけです。それか

ら 400 点以下が，基準を満たすまでがんばらねばならな

いということですかね。ちょっと私もあやふやになって

きましたが，こういう様式が支持されているというわけ

です。それが，4 年の間でそのハードルを越えるという

ようになっていますね。最終的には落ちこぼれる学生は

非常に僅かで 2％であるとおっしゃっていました。

だから，考え方は英語教育，あるいは非常勤時間，そ

ういう資源を中位，下位の学生に集中するという，その

ようなシステムと考えていいと思います。

で，なぜＴＯＥＩＣを，そういう教育方法の柱にする

かというのは，その今ご指摘した，スライドも見ていた

だきたいのですけれども，まず，厳格な成績評価ができ

る。ＴＯＥＩＣの成績は，これは明らかに客観的な数字

ですので，全く厳格。担当者の裁量が入る温情とかです

ね，好き嫌いが入る余地が絶対無いということですね。

それから，コミュニケーションの修練。これはＴＯＥ

ＩＣというのは，リスニングを中心とした問題が中心で

すので，逆に読みとか文法が入るわけですけれども，リ

スニング，時間的には半分入るわけです。そこで，リス

ニングが確保できると。

それから習熟度別クラス編成ができる。これは従来は

できる学生もできない学生も一緒という，同じクラスで

やっていましたけれど，一応 6 月の段階で，クラス編成

テストが行われるわけですので，そこでできる学生，で

きない学生，そういう分けられたですね。

それから目標の明確化。これは底辺学生でもＴＯＥＩ

Ｃを何度か受けると，最終的には 7，80 点くらい上がる

そうです。ＴＯＥＩＣで，そういう形でその学生の英語

力を伸ばしたという。これは伸びるのだぞということで

すね。

それから卒業時の付加価値。ＴＯＥＩＣを一定点数取

っていれば，これは就職にも有利だし，できない学生は

できない学生で達成が得られると。そういう形でその一

定のレベルまで到達すると。達成感を得られると同時に

一定のレベルまで到達するということですね。

それから授業負担の軽減，教員の地位向上。で，1 コ

マを山形大学は 1 単位ですけど，山口大学は 2 単位とし

て，もちろんそういう何かずるいことをしているわけじ

ゃなくて，学生の自学自習を加味した，2 単位に相当す

る授業の質には特化していると思うのですけど，トータ

ルなコマ数を減らすことができたと。少人数クラスを作

ったと。で，かつ，学生に達成感を与えたということで

す。

ということで，英語教員の従来余り尊敬されてなかっ

た，なんだ英語の先生かという感じだったけど，俺をこ

こまでしてくれたということと思うのですけれど，そう
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いう英語の先生の地位向上がはかれたというようなこと

だそうです。

それから，新しいプランをやるには負担の問題が大き

いです。これはだから，山口大学も柔軟な体制でこうい

うＴＯＥＩＣのプランを導入するということが，大変な

教員の負担があったと思うのですけれども，コマ数，単

位を倍にすることによって，コマ数を調整したと。何と

か教育効果も従来以上のものが得られるような体制にし

たということですね。

それからこれは，大学のトップダウンの方針だそうで

すけれど，非常勤講師の大幅削減，そういう問題が 3 年

位前からあると。こういうプランは，そういうところか

らある意味できっかけとなって出てきたわけですけれど

も，それにも対応できるということでございます。

あとはディスカッションに移ったわけですけれども，

人文の先生方からは色々テクニック，3 ページに書いて

，ありますけれど，質問がございました。それから工学部

工学部はジャビィの対応で，ＴＯＥＩＣ，2 年生以上の

学生にＴＯＥＩＣを半ば強制的に課したそうですけど。

そういったところを，工学部の先生からも関連する質問

がございました。

それから，それで，英語教育の改革，安定的な体制の

確立，それから時代に対応した質的な改善というのは待

ったなしの問題で，中期目標にもその明示されているわ

けですけれども，そういうところでの議論の先がけとし

て，本ラウンドテーブルの議論，岩部先生の非常に有意

義なお話が参考になれば幸いだなと思っております。以

上です。

ありがとうございました。司会

私も実はこのテーブルにいたわけですけれども，若干

丸田先生があいまいだったところを，多分こうではない

かということで訂正しますが，400 以上の場合は 4 単位

，を与えて，で，学部によって多分英語の単位が違うので

それにプラスするのは 2 の場合もあるし 4 の場合もある

ということですね。それから 350 からに関しては，350

以上に関しては 2 単位を与えると。だから残り単位数は

4から 6ということになる，ということですね。

ちなみに，ラウンドテーブルの 1 から 3 までは，だい

たい今年始まった新しい実際上の試みで進行中のものな

わけですが，このラウンドテーブル 4 は，実は新しい取

り組みについてということで，これからやらなくてはい

けない取り組みということであります。多少性格が違う

と思うのですが，質問，ご意見等お願いいたします。

はい。何回もすいません。意見です。山口

このお話を参加させてもらって聞いた時に，私個人的

に出たのはため息です。ハーという。大体この種のもの

というのは，何か問題を抱えているか，もちろん何かを

。良くしようという気持ちでお話をお聞きするものですが

そして，そのハーというため息に気付いたか気付かれ

たか分かりませんが，最後に一言鬼武先生から，その，

ここで外国語教育に携わっている先生方の積極的などう

したいという意見がないのは残念だと，キツイお言葉で

しめられたわけなのですが，まことにそれには賛成なの

ですが，例えば我々，山大に関しては，語学教育に関し

ては，人文と教育という，そういった体制の中に分かれ

て，これはその中でですね，大河内先生がそういう説明

を最初になされたのですけれども，やはり，今度のその

中期目標計画の中でも，出来ていくというそういう教養

教育検討委員会という中でですね，積極的にですね，そ

の人選も含めて，そういう適任者を人選してもらって，

やはり積極的にこの機会を利用して，せっかくあったも

のですから，話し合いを持っていただきたいということ

と，やはり人選には英語教員ばっかりじゃないのです。

どちらかというと英語と関係ない先生の方が手厳しい，

的を射た質問，または意見を持っている方が多いのです

よ。

だからそういう形で，今回の機会を無にすることなく，

せっかく英語教育改革というのであれば，積極的な進め

方，改革に向けてそういう委員会の持ち方をしていただ

きたいというのが意見です。

ありがとうございました。次いきますか，それと司会

も。

えーと，全く同感で，そこまで踏み込めなかった丸田

のが色々事情が，事情があるというと語弊がありますけ

れども，こういうそのラウンドテーブルでそこまでちょ

っとやれなかったこととか。

それは，教育の山口先生がおっしゃったことと同じで，

私も色々な大学を視察に行きましたし，それからほかの

英語の先生も多分行っているところもあると思いますけ

れども，先駆的な改革を行っている大学というのは，ど

こも人を得ているのですね，トップがやはり，岩部先生

は悪役がいたと。

それは本当の悪役じゃなくて，やはりある目的に向か

ってお前らやれと。そういうような人物がいて，そして

岩部先生のような参謀的な有能な人がいて始めて達成で

きるということじゃないかと思います。

山口先生は，多分そういうことをおっしゃったのだと

思いますけれども，それがやはり山形大学には必要じゃ

ないかと私は思います。以上です。

えーと，本当はそのラウンドテーブルで聞くべき○○

話で，ここの 3 ページの一番下に e-learning のことが書

いてありましたので，1つだけお聞きします。

山口 大学では ，その e-learning， こ の 英語の
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e-learning は，ＴＯＥＩＣ用の e-learning をやられて

いるのか，それとももっと一般的な英語の e-learning な

のかというようなことです。

すいません。岩部先生。司会

はい。山口大学の e-learning の状況というのは，岩部

必ずしも進んでいないと言いますか，むしろ遅れている

状況だと思うのですが，現在導入しているもの，それか

ら試作途中のものというのがありますが，導入している

ものはＴＯＥＩＣのものです。

で，それから授業と関連，連係して使おうとすると非

常に使いにくくて，もうこれ止めようかなという状況で

すね。

それから，授業と関連して，その，今実際に使ってい

るものというのは，いわゆる e-learning というコンピュ

，ータを使ったものでは，当面間に合わないということで

教科書にＣＤを添付して，そのＣＤをそれぞれ自分の家

で，ＣＤプレイヤーで聞いてもらって，その宿題を出し

てもらうという形の，形式の自学自習というのを今，実

際には運用しています。

ところが，それが結構しんどい手間がかかる部分があ

りまして，英語教員，非常勤も含めてですけど，かなり

肉体労働的なところがありまして，これ授業が 8 週間で

すから，8 週間だけですからゴールが見えているから何

とか走れるので，これが一年間ずっとということになっ

たら，みんな投げ出してしまうだろうというようなシス

テムなので，早急にその辺を e-learning 化したいという，

自己開発で何とかやりたいと。

幸い，統一テキストという形で，材料は手持ちのもの

が結構あるわけで，それを特定の出版社が出しているも

のもありますけれども，そういうものを利用しながら，

この e-learning というのをこれから作っていこうと考え

ております。

ただし，その e-learning のソフトを開発するというの

は，非常に手間とエネルギーが必要な，お金も必要なの

ですが，そこら辺今まで山口大学で英語教育に対してお

金が一銭も，特に付いたことがありませんので，そこら

辺は遅れて当然で，そのあるネットアカデミーというの

も，ある一人の先生が図書館長の時に，ポンと何かどこ

かからお金を都合して買ってくださったのがですね，だ

いぶ前に 1 つあっただけということで，その後それっき

りということだったのですが，これから e-learning に取

り組まなくてはいけないということで，このある意味で

その新しいステージに入ってですね，嬉しい面もあり，

でも個々の英語教員のレベルでは，何か暗い気持ちにな

って，しんどいなという部分もあって。

私としては，今まで個々の英語教員の負担は増やさな

いという方針でずっときていました。で，新しいことを

やる時というのは，ここでちょっと増やさないという，

，減らさないと新しいことができないと言いましたけれど

これは現実的にその通りなので，新しいカリキュラムを

導入した時に，古いカリキュラムの上級生というのと，1

年生の新しいカリキュラムというのが同時に動くわけで

す。そうすると，絶対に負担は増えます。2 倍とはいい

ませんけれど，1.5 倍くらいはどうしても負担がかかり

ますから，思い切って，減らした状況からスタートして

いかないと，なかなか上手く動かないという，どうして

も無理が生じるという。

で，2，3 年は持つのでしょうけれども，そこいら辺で

エネルギーが切れて，改革疲れで倒れてしまうというの

がオチだろうというふうに考えておりますので，ちょっ

とまたこれから未来に，未来にというので，何か予算も

付いたという話もあって，それでこれをどうしようとい

う，要するに今いるスタッフ，我々のところも同じで，

あの教養部の移行教員に限らず，専門の方でも英語の教

員というのがずい分定員削減とかですね，それから何か

全学流用というので，センターを作るのにどんどん出さ

，れてしまっていなくなっているという状況もありまして

あまり無理なことをやると挫折してしまうというところ

があると。

その辺，できるだけ負担を増やさないような形で開発

して行きたいと考えております。

ありがとうございました。司会

残りあと 10 分ほどなのですが，もう，テーブルの 1か

ら 4 まで，どこでも結構ですので，質問ご意見等ござい

ましたらお願いいたします。

実は今週，蔵王の合宿というのがありまして，この教

育方法等改善委員は，ほとんど疲れきっておりまして，

本来ならサクラの質問などが出るはずなのですが，もう

出るような状況にありませんから，すいません，よろし

くお願いします。

はい。教育の伊藤です。教養教育でドイツ語を担伊藤

，当しているのですが，丸田先生のご報告の最後のところ

，人文学部の大河内先生の，クエスチョン，クエスチョン

クエスチョンと書いてあるその最後のところにＧＰＡ導

入検討。英語はＧＰＡ外れたいというのは，これは山口

大学からの回答だったのでしょうか。それとも大河内先

生のご意見だったのでしょうか。あるいはこれは実際で

きるのでしょうか。

要するにＴＯＥＩＣ，要するに成績ＡＢＣＤ，その成績

をどうつけるかというのと関わっているという。ＧＰＡ

というのはそういうものだと思います。

それでＴＯＥＩＣの授業，特にあの第一クォーターで

行われるＴＯＥＩＣ準備，これはなかなか成績がつけづ

らいと思います。そういうことで，ＧＰＡから英語はい

ずれ外れたいという希望があって，つまり合格か不合格

ですね。その 2 つのそういう成績評価に変わって欲しい

という，岩部先生のご希望と。でよろしいでしょうか？

習熟度別クラス編成をしましたので，非常に能力岩部

の高い学生が揃っているクラスと低いクラスがあって，
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，そこでそれぞれその，ＡＢＣＤとか優良可とかつけても

上のクラスの優と下のクラスの優って全然違う。一番上

のクラスの可とですね，一番下のクラスの優を比べてと

ちらが良いかというと，一番上のクラスの可の方がはる

かにレベルが高い。

そうすると，それを元にＧＰＡというのを計算しても

ですね，あまり意味がないということで，その通常の，

いわゆる教養科目というようなものでは良いのかもしれ

ないですけれど，少なくともそういう習熟度別にクラス

編成したものについては，そういう，各クラスごとの相

対評価というものとは別にですね，その習熟度別クラス

を横断するような統一的な尺度というものがないと，評

価できない。

したがって，英語に関しては山口大学はＧＰＡまだ導

入していませんので，これから導入するという話ですけ

れども，その英語に関しては，その，既に持っているＧ

ＰＡの何か数値というのに影響を与えないような形で，

だけども単位は取ったということではカウントするとい

うことで，個人の持っている何かその，既に持っている

平均値みたいなものを動かさないような形で計算しても

らおうかなというように考えています。

で，英語そのものについてはどういうレベルの授業を

とっているかということと，各学生がどういう教育のス

パンを持っているかということで見ていただくべきだろ

うというふうに考えています。

だから，優良可というような評価は，ほとんど価値を

。持ってこないのではないかというふうに考えております

ありがとうございました。そのことに関連しても司会

。結構ですが，どなたか。まったく別の質問でも結構です

ほかのラウンド 1 から 3，3 つ目までというものは小田

現実に取り組まれていると，先ほど元木さんから説明が

あったわけです。

それは実際にＹＵサポーティングシステムのように動

いているものがあれば，e-learning の研究中のものもあ

る。

しかし，ある部分で見ると，動かして，問題をですね，

我々のただの幻想と言いますかね，外から聞こえるもの

としてやる，何というのですかね，そういうもので話し

合う材料にはしていないつもりでございます。

そうした時に，英語だけはですね，先ほど山口先生か

らもお話がありましたけれども，これで今いって，さて

良くなるかと言ったら，僕には良くなるように思えない

のですね。

じゃあどうするのか，さて。どこの委員会が大学にや

ってですね，それがここの場で見えてくるのか。

ということが私にはですね，誰に言っていいのか。お

そらく，誰に言っていいのかも分からないような形でラ

ウンドテーブルがまとめられているのかどうなのか。

それともですね，最後にですね，これは教育担当の副

学長である鬼武先生がですね，英語で誰も発言が出ない

と怒ったと言っていても，最終的に責任は鬼武先生なわ

けです。

そういうところで，私はどっかでちょっと見せて欲し

い。常に合口を持ってですね，誰かに突きつけたりとい

う形ですけれども，そこをやっぱり何かですね，一歩で

も進めたいと言いますか，半歩でも進めたいと言います

か，という願いはあります。

ちょっとお聞きしたいのですけれども，よろしくお願

いします。

今言われた，確かに最終的には私が，そういう教鬼武

育委員会を含めて，その立場にいますけれども，じゃあ

英語教育は何が問題なのですかという提案がない。

今，英語教育は問題だ，問題だと皆さんおっしゃるの

だけれど，じゃあ今の現時点で，どこにどういう問題が

あって，具体的にじゃあ英語教育としてね，こういう問

題があるという問題提起が見えていないのです。

で，ここに書いてある，今日僕初めてね，この，例え

ばワークショップの中で具体的に，例えばこういうふう

に提起されているわけですね，例えば専任教員が削減さ

れていると書いてある。で，具体的にじゃあ，どういう

ような削減状態があって，で一体その英語教育としてど

ういうふうに取り組みたいというように考えておられる

のか。

それで何か提案が出てくるのだろうなというふうに思

っていたのですが，今日はそれがなかったのです。

したがって，今後そういうのが出てきた時の改善の責

任は，私が負わざるを得ないわけで，それは小田さんが

言う通りちゃんとやって行きたいと思っているし，それ

から中期計画の中，年度計画の中で，英語教育検討委員

会というのを立ち上げると書いてありますから，これに

ついては先ほど山口先生に言われたように，これはもう

間違いなく立ち上げるということになると思います。そ

この委員会をまずは立ち上げることだろうと。それはや

らざるを得ないですね。

だけど，まだ具体的には常勤，非常勤の問題はともか

くとしても，改革をしなければいけないのだけれど，具

体的にどこで問題となるかというのは，実は残念ながら

ここでは提案がなかった。今日はそこまで行かなかった

と言った方がいいかもしれない。そう思います。

いいですか。丸田

あえてそこまで踏み込まなかったというのは，私のそ

の，こう，目的がということではなくて，あえて私は踏

み込まなかったと。

それはどうしてかというと，英語の教員，英語の教員

というとおかしいのですけれど，英語を担当されている

専門学部，人文，教育，正確には数えていませんけど，

20 人弱くらいかと。その人たちがそれぞれ，私の見ると

，ころはそれぞれ自分独自に考え方を持っていて，その私

私は心の中に不安を一応持っていると。

だけど，そういうものを受け入れられるような体制に



34

第１章 山形大学教員研修会「第６回教養教育ワークショップ」

は，体制というか条件にはなっていない。期は熟してい

ない。

そういうところでその勝手にですね，そういう議論を

始めたら，逆にブレーキになると。小田先生がそうおっ

しゃるのはよく分かるけれども，これは時間をかける，

ある程度時間をかける。

だけどスピード，かなりスピードアップしなきゃ駄目

だろうと。それは見えている。それは今，副学長もおっ

しゃったように。英語検討委員会ができます。そこで全

学レベルで解決すると。

で，このラウンドテーブルはそのきっかけになればい

い。こういう問題があって，山口大ではこういう取り組

みをしている。だけど山口大も，パーフェクトな改革で

はないはずです。やはりコマ数を削るためにある無理を

している。非常勤時間の削減に対する，やはり国立大と

しての苦しいですね，対応をしているわけですね。

で，我々，山形大学独自にですね，事情がありますの

で，そういうところはラウンドテーブルで思いつきとし

てできないというのが私の考えであります。

それでは最後，おひとかた，もしありましたら。司会

先ほど小田さんもありましたし，私も申しましたけれ

ども，本当にラウンド 1 から 3 までと 4 というのは，徹

底的に違ったテーマでありまして，本来ならばこのラウ

ンド 4 というのは，もうちょっと独自に取り上げて，集

中的にやっても良かったのかなという気もしないでもな

いのですけれども，それは中期計画，中期目標の中にあ

ります英語教育検討委員会というのができるらしいので

ありますから，そちらの方に，多分場を移して続けられ

るのであろうと。

で，おそらくは今日やった議論，あるいはこれ以降も

今日の，例えば岩部先生の報告などを参考にして，さま

ざまな我々独自の考え方というものがこれからでてくる

であろうということで，それを叩き台にして進めていた

だきたいというふうに思います。

さらに，1 から 3 までの試みに関しては，半年やった

だけですけれども，一つ一つ反省などを踏まえて，さら

にもっと充実した取り組みになって行けばいいなという

ふうに思います。

というわけで，なんとなく予定調和的に終わってしま

います。

本日の教養教育ワークショップ。これにて閉会という

ふうにさせていただきます。どうもご協力ありがとうご

ざいました。

（80 分）

（第６回教養教育ワークショップ参加者数）

部 局 等 人 数

学長 １

副学長 １

人文学部 ２０

教育学部 ３２

理学部 １５

医学部 ２

工学部 １０

農学部 １

事務局 ２３

弘前大学 １

福島大学 １

秋田大学 １

東北芸術工科大学 ６

山形短期大学 ２

計 １１６




